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台
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◆
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っ
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◆
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都
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没
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狩
野
川
台
風
再
来
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怖
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市
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浸
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豪
雨
。
東
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豪
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◆
大
被
害
台
風
の
襲
来
、
現
在
は
危
険
水
域 

経
済
の
高
度
成
長
期
は
台
風
の
醜
態

の
平
穏
期
、 

 

◆ 

日
本
、
世
界
の
最
大
級
の
台
風
、
ハ
リ
ケ
ー

ン
・
サ
イ
ク
ロ
ン
被
害 

◆ 
 



◆ 

平
成
の
り
ん
ご
台
風
は 

保
険
支
払
い
が
最
大 

 

り
ん
ご
台
風
、
９
１
年
の
１
９
号
の
保
険
は

５
６
７
９
億
円
に
の
ぼ
り
、
保
険
史
上
最
大
と

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
１
９
８
０
年
か
ら

１
０
年
間
に
支
払
わ
れ
た
保
険
金
の
合
計
４
倍
、

と
い
う
事
実
だ
け
で
も
い
か
に
被
害
が
大
き
か

っ
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。 

こ
の
台
風
１
９
号
で
は
、
「柱
全
部
が
風
の
方

向
に
傾
き
、
家
が
斜
め
と
な

っ
た
。
目
の
前
で

家
が
壊
れ
て
い
っ
た
」
（長
崎
で
風
速
５
４
・
３

㍍
・秒
）、
「屋
根
か
わ
ら
が
紙
の
よ
う
に
舞
い
、

ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
大
の
雹
が
降

っ
た
」(

島
根
県) 
、

広
島
で
の
最
大
瞬
間
風
速
５
８

・
９
㍍

・
秒
で

厳
島
神
社
の
能
舞
台
の
倒
壊
を
は
じ
め
、
各
地

で
観
測
史
上
第
１
位
の
暴
風
が
ふ
き
ま
し
た
。

「高
潮
が
、
あ

っ
け
な
く
堤
防
を
越
え
た

（広

島
県
）」
と
全
国
で
１
７
万
戸
の
建
物
被
害
を
も

た
ら
し
た
。
「
９
０
０
㍍
も
火
が
飛
ん
だ
」
と
富

山
県
で
フ
ェ
ー
ン
現
象
に
よ
る
高
温
と
大
火
、

な
ど
被
害
が
あ
い
つ
ぎ
、
さ
ら
に
、｢

り
ん
ご
が

ま
る
で
赤
い
雪
ツ
ブ
テ
の
よ
う
に
風
に
舞
い
狂

い
な
が
ら
落
下
し
て
い
っ
た
。
り
ん
ご
畑
も
山

林
も
全
滅
以
上
の
全
滅｣

と
青
森
で
５
３

・
９

㍍

・
秒
、
黒
石
で
６
０
㍍
を
越
し
た
な
ど
お
よ

そ
１
０
０
年
間
の
観
測
史
上
第
１
位
の
猛
烈
な

風
が
広
い
範
囲
吹
き
荒
れ
、
青
森
県
の
り
ん
ご

の
出
荷
予
定
の
５
０
万
ト
ン
の
う
ち
、
実
に
７

割
が
落
果
し
て
し
ま
っ
た
。 

大
型
で
非
常
に
強
い
勢
力
を
保
っ
た
ま
ま
九

州
長
崎
県

へ
上
陸
、
九
州
か
日
本
海
に
抜
け
て

北
海
道
を
縦
断
し
ま
し
て
、
『
り
ん
ご
台
風
』
と

呼
ば
れ
た
の
で
す
。
上
陸
時
の
９
４
０h

P
a

は
、

過
去
５
０
年
間
で
第
４
位
と
非
常
に
強
く
、
１

９
６
１
年
の
第
２
室
戸
台
風
以
来
の
３
０
年
ぶ

り
の
最
大
級
の
全
国
規
模
の
暴
風
害
と
な
り
ま

し
た
。 

こ
の
台
風
に
よ
る
風
害
は
す
さ
ま
じ
く
、
１

日
中
、
空
港
、
新
幹
線
、
高
速
道
が
マ
ヒ
し
、

ま
た
九
州
、
中
国
地
方
の
広
い
範
囲
で
塩
風
害

と
送
電
線
や
電
柱
が
倒
れ
る
な
ど
し
て
瀬
戸
内

海
沿
岸
地
方
を
中
心
に

「塩
風
害
」
で
の
べ
２

６
０
万
世
の
停
電
が
加
わ
り
、
塩
害
と
合
わ
せ

て
６
４
０
万
世
帯
が
停
電
す
る
と
い
う
史
上
空

前
の
大
停
電
を
も
た
ら
し
た
の
で
す
。
場
所
の

よ
っ
て
は
４
日
間
の
長
い
期
間
の
停
電
と
な
り
、

電
気
は
空
気
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
、
ハ
イ
テ

ク
社
会
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
情
報
社
会
の
血
液

と
し
て
提
供
し
て
い
た
電
力
の
供
給
が
断
た
れ

る
と
い
う
、
静
か
な
る
台
風
災
害
が
広
が
っ
た

の
で
す
。 

ま
た
九
州
地
方
だ
け
で
推
定
で
数
千
万
本
の

風
倒
木
被
害
を
も
た
ら
し
た
ひ
弱
な
人
工
植
林

の
山
林
が
直
撃
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
台
風
に

よ
る
災
害
は
、
従
来
型
の
災
害
に
加
え
、
新
た

な
都
市
型
災
害
と
な
り
、
災
害
の
様
子
が
変
わ

っ
た
歴
史
的
な
台
風
な

っ
た
の
で
す
。 

こ
の
台
風
１
９
号
、
り
ん
ご
台
風
の
損
害
保

険
の
支
払
は
約
６
１
万
件
に
の
ぼ
り
、
こ
の
あ

と
台
風
災
害
が
相
次
ぎ
、
２
位
が
、
不
知
火
湾

の
高
潮
台
風
で
あ
る
９
９
年
の
台
風
１
８
号
と

２
つ
の
台
風
が
断
然
多
く
、
あ
わ
せ
て
１
兆
円

の
巨
額
に
の
ぼ

っ
た
の
で
す
。
（注
１
）
。
ち
な
み

に
保
険
制
度
が
充
実
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
に
お

け
る
最
大
規
模
の
保
険
金
支
払
い
は
、
９
２
年

に
フ
ロ
リ
ダ
に
上
陸
し
た
ハ
リ
ケ
ー
ン

「
ヒ
ュ

ー
ゴ
」
で
約
９
０
０
０
億
円
が
最
大
で
、
第
２

位
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
に
次
ぐ
大

き
な
保
険
金
の
支
払
い
と
な
り
、
台
風
被
害
に

た
い
す
る
保
険
支
払
い
も
ハ
リ
ケ
ー
ン
な
み
と

な
る
キ
ッ
カ
ケ
と
な

っ
た
最
初
の
台
風
で
す
。 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
社
会
と
電
力
、
車
社
会
と

高
速
道
路
、
新
幹
線
、
航
空
網
、
浸
水
に
弱
い

都
市
な
ど
、
台
風
に
よ
る
災
害
の
姿
が
大
き
く

変
わ

っ
て
き
て
い
ま
す
。
同
時
に
平
成
時
代
に

入
っ
て
、 

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
台
風
が
、

相
次
い
で
日
本

へ
襲
来
し
て
き
て
お
り
、
損
害

保
険
も
高
く
な
る
傾
向
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

（注
１ 

）
損
害
保
険
金
の
支
払
い
の
ト
ッ
プ
５ 

第
１
位
：
り
ん
ご
台
風
の
５
６
７
９
億
円
、
第
２
位

・

不
知
火
湾
の
高
潮
台
風
の
９
９
年
１
８
号
に
よ
る
３
１

４
７
億
円
、
第
３
位
：
９
８
年
の
台
風
７
号
に
よ
る
１

６
０
０
億
円
、
第
４
位
：
都
市
型
浸
水
災
害
で
あ
る
東

海
豪
雨
が
１
０
３
０
億
、
第
５
位
：
９
３
年
１
３
号
の

９
７
７
億
円
と
続
い
た
。
ち
な
み
に
９
５
年
の 

阪
神
淡

路
大
震
災
で
は
、
７
７
４
億

（日
本
損
害
保
険
協
会
）。 



● 

岩
を
も
動
か
す 

８
５

・
３
ｍ
の
突
風 

 
「秒
速
８
５

・
３
ｍ
」
こ
れ
が
日
本
の
平
地

で
観
測
さ
れ
た
瞬
間
最
大
風
速
の
最
大
の
記
録

で
す
。
時
速
に
直
す
と
３
０
７
㎞
、
新
幹
線
な

み
の
猛
ス
ピ
ー
ド
で
し
た
。
沖
縄
の
南
西
に
浮

か
ぶ
美
し
い
サ
ン
ゴ
で
で
き
た
宮
古
島
で
観
測

さ
れ
た
１
９
６
６
年
９
月
、
第
２
宮
古
島
台
風

（注
１
）
に
よ
る
も
の
で
し
た
。 

「窓
の
外
を
見
る
と
、
大
き
な
木
が
根
こ
そ

ぎ
倒
れ
岩
が
動
き
、
強
い
台
風
の
常
襲
地
帯
で

頑
丈
に
作
ら
れ
て
い
る
は
ず
の
屋
根
も
は
が
れ

て
家
々
が
つ
ぶ
さ
れ
て
い
っ
た

・
・
・
」。
岩
を

も
動
か
す
大
風
を

「岩
お
こ
し
」
と
呼
ば
れ
て

恐
れ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
さ
に

「岩
起
こ
し
」

が
吹
い
た
の
で
す
。
平
成
の
宮
古
島
台
風
に
あ

た
る
２
０
０
３
年
の
台
風
１
４
号
で
は
、
気
象

台
で
は
瞬
間
最
大
風
速
、
７
４
・
１
ｍ

（注
２
）

を
記
録
、
過
去
の
最
大
風
速
に
耐
え
る
と
設
計

さ
れ
て
い
た
の
大
型
風
力
発
電
シ
ス
テ
ム
３
基

の
う
ち
２
基
が
根
元
か
ら
ね
じ
れ
て
倒
れ
、
残

り
の
１
基
も
破
損
す
る
な
ど
の
す
さ
ま
じ
さ
で
、

市
内
の
電
柱
の
７
割
が
倒
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

風
に
よ
る
押
さ
れ
る
力
、
風
圧
は
風
速
の
２

乗
で
す
の
で
、
風
速
が
３
倍
と
な
れ
ば
９
倍
と

な
り
、
風
害
を
著
し
く
大
き
く
し
ま
す
。
ふ
つ

う
平
均
風
速
の
１

・
５
倍
く
ら
い
の
突
風
が
吹

い
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
の
調
査
で
は
こ
の
突

風
率

（注
３
）
が
２
倍
前
後
の
値

へ
と
大
き
く

増
加
し
、
突
風
の
風
速
が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な

り
被
害
が
急
増
し
て
い
る
の
で
す
。
都
市
化
な

ど
に
よ
り
地
面
の
粗
さ
、
ザ
ラ
ザ
ラ
さ
が
増
加

し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
１
９
７
０
年
を
中
心
に
１
５
年
ほ
ど
大

型
で
強
い
台
風
が
ほ
と
ん
ど
上
陸
せ
ず
瓦
屋
根
、

雨
戸
な
ど
昔
な
が
ら
の
強
風
へ
の
備
え
が
お
ろ

そ
か
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
弱
点
を
つ
か

れ
て
台
風
の
直
撃
を
う
け
た
八
丈
島
で
は
、
瞬

間
最
大
風
速
６
７

・
６
ｍ
・
秒
の
猛
烈
な
風
が

吹
き
荒
れ

（注
４
）、
雨
戸
の
な
い
ア
ル
ミ
サ
ッ

シ
の
新
築
家
屋
の
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
、
強
風
で

飛
ば
さ
れ
た
小
石
な
ど
が
当
た
り
破
ら
れ
、
化

粧
ト
タ
ン
屋
根
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。 

日
本
に
お
け
る
最
大
瞬
間
風
速
の
記
録
は
、

富
士
山
頂
の
測
候
所
に
お
け
る
山
岳
で
記
録
さ

れ
た
９
１
ｍ
・
秒
で
す

（注
５
）。
風
速
１
０
０

ｍ
に
耐
え
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
建
物
が
、
「ま

る
で
滝
つ
ぼ
の
な
か
に
放
り
込
ま
れ
た
よ
う
に

唸
り
と
轟
音
に
包
ま
れ
、
頑
丈
な
構
造
に
な

っ

て
い
る
建
物
の
入
り
口
の
戸
が
強
風
で
し
な
り

職
員
が
必
死
に
押
さ
え
た
」
と
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

さ
て
歴
史
的
な
台
風
の
風
は
ど
の
く
ら
い
の

強
さ
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
九
州
の
屋
久
島

に
は
、
樹
齢
二
千
年
を
越
す
屋
久
杉
が
あ
り
、

そ
の
年
輪
に
強
風
に
よ
る
ね
じ
れ
の
痕
跡
が
残

さ
れ
、
そ
れ
に
よ
る
推
定
風
速
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
７
０
ｍ
・
秒
を
超
す
台
風
の
記
録
が

何
回
か
あ
り
、
仏
教
伝
来
の
５
３
８
年
こ
ろ
に

９
３

・
５
ｍ
・
秒
推
定
さ
れ
る
史
上
最
大
の
大

風
が
推
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
史
実
と
し
て
歴

史
に
残
る
最
大
級
の
台
風
と
し
て
は
、
９
８
９

年
の
９
月
１
５
日
の
大
風
が
有
名
で
、
「今
昔
物

語
」
を
は
じ
め
多
く
の
史
書
に
記
録
さ
れ
て
お

り
、
京
都
で
は
宮
城
を
は
じ
め
京
都
中
の
家
や

寺
社
全
半
壊
さ
せ
ら
れ
、
山
は
崩
れ
、
鴨
川
の

洪
水
に
よ
り
洛
中
が
水
浸
し
に
な

っ
た
の
で
す
。 

 

ま
た
過
去
３
０
０
年
の
あ
い
だ
で
日
本
に
襲

来
し
た
台
風
の
中
で
、
最
強
と
推
定
さ
れ
て
い

る
の
が
１
８
２
８
年
の

「
シ
ー
ボ
ル
ト
台
風
」

で
す
。
西
日
本
を
襲

っ
た
暴
風
雨
は
、
中
心
の

気
圧
が
９
０
０h

P
a

と
推
定
さ
れ
て
お
り(

注

６)

、
歴
史
的
に
み
て
も
史
上
最
大
級
で
し
た
。

当
時
、
「子

（ね
）
の
大
風
」
と
呼
ば
れ
、
多
く

の
史
書
に
記
録
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
こ
の
台
風
に
長
崎
か
ら
帰
国
し
よ
う
と
し
た

オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
シ
ー
ボ
ル
ト
が
乗

っ
た
船
が

嵐
に
巻
き
込
ま
れ
大
破
、
積
み
荷
の
中
か
ら
禁

制
品
で
あ
る
日
本
地
図
が
見
つ
か
っ
て
し
ま

っ

た
の
で
す
。
い
わ
ゆ
る

「
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
」

が
発
覚
し
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。
台
風
が
歴
史

の
断
面
を
見
せ
て
く
れ
た
の
で
す
。 

  

＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋ 

（注
１
）
第
２
宮
古
島
台
風
、
９
月
５
日
。 

（注
２
）
０
３
年
の
台
風
１
４
号
で
は
、
瞬
間



最
大
風
速

「
７
４

・
１
ｍ
」
最
低
気
圧
、
９
１

２

・
０h

P
a

は
日
本
に
お
け
る
歴
代
４
位
。
１

位
、
沖
永
良
部
台
風
の
９
０
７

・
３h

P
a 

(

注
３)
突
風
率

・
・
・
最
大
瞬
間
風
速
と
平
均
最

大
風
速
の
比
。 

（注
４
）
１
９
７
５
年
１
０
月
５
日
、
台
風
１

５
号
の
通
過
に
よ
り
、
最
大
瞬
間
風
速
６
７

・

８m

・秒
。
八
丈
島
型
風
害
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。 

（注
５
）
１
９
６
６
年
９
月
２
４
日
の
台
風
２

６
号
が
、
御
前
崎
に
上
陸
、
富
士
山
の
す
ぐ
西

側
を
通
過
。
富
士
山
頂
の
測
候
所
で
記
録
さ
れ

た
南
西
の
風
９
１
ｍ
・
秒
は
１
位
。
世
界
１
位

は
、
ア
メ
リ
カ
、
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
ワ

シ
ン
ト
ン
山
に
お
け
る
、
１
０
３
・
２
ｍ
・
秒
、

で
す
１ 

（注
６
）
「
シ
ー
ボ
ル
ト
台
風
」
・
・
・
１
８
２

８
年
９
月
１
７
日
、
西
日
本
を
襲

っ
た
暴
風
雨
。

有
明
海
で
高
潮
を
起
こ
し
、
佐
賀
県
で
の
死
者

が
推
定
１
万
人
。
中
心
の
気
圧
が
９
０
０h

P
a

と
推
定
さ
れ
、
こ
の
気
圧
だ
と
最
大
風
速
６
０

ｍ
・
瞬
間
最
大
風
速
は
９
０
ｍ
・
秒
の
史
上
最

大
級
。 

 

＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋ 



◆ 

史
上
最
強
の
ト
ル
ネ
ー
ド
襲
来 

 
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
ト
ル
ネ
ー
ド
は
日
本
の

竜
巻
と
同
じ
仲
間
で
す
が
、
よ
り
強
い
も
の
が

多
く
観
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
ト
ル
ネ
ー
ド
は
、

メ
キ
シ
コ
湾
流
の
暖
か
な
海
面
か
ら
高
温
で
湿

っ
た
南
よ
り
の
気
流
が
ミ
シ
シ
ッ
ピ
河
が
流
れ

る
中
央
平
原
を
北
上
す
る
。
そ
の
一
方
、
上
空

に
は
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
の
東
側
に
沿
っ
て
北
極
、

カ
ナ
ダ
方
面
か
ら
北
～
北
西
の
流
れ
で
乾
い
た

上
空
の
寒
気
が
南
下
し
て
出
会
う
と
、
広
い
範

囲
で
大
気
の
状
態
が
非
常
に
不
安
定
と
な
り
、

ス
ー
パ
ー
ス
ト
ー
ム
と
呼
ば
れ
て
い
る
、
時
に

は
直
径
２
０
０
㎞
に
も
お
よ
ぶ
巨
大
な
積
乱
雲

が
し
ば
し
ば
発
生
し
ま
す
。
激
し
い
雷
を
伴
う

巨
大
な
積
乱
雲
が
回
転
を
始
め
る
と
、
雲
の
底

に
ト
ル
ネ
ー
ド
が
発
生
す
る
の
で
す
。 

し
た
が
っ
て
季
節
は
５
月
を
中
心
に
３
月
か

ら
６
月
こ
ろ
に
か
け
て
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

発
生
し
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
中
央
平
原
の
カ
ン
ザ

ス
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
、
ミ
ズ
ー
リ
の
諸
州
を
結
ぶ

ト
ル
ネ
ー
ド
の
大
き
な
被
害
域
が
北
に
延
び
て

「ト
ル
ネ
ー
ド
街
道
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
南
よ
り
の
暖
湿
気
流
と
北
か
ら
の
乾
い
た

寒
気
の
出
会
い
に
沿
っ
て
分
布
し
て
い
ま
す
。 

１
９
９
０
年
ま
で
の
５
年
間
の
平
均
で
１
年

に
お
よ
そ
７
０
０
個

（注
１
）
が
発
生
し
、
平

均
的
な
ト
ル
ネ
ー
ド
の
姿
は
、
寿
命
が
１
０
分

程
度
、
ス
ケ
ー
ル
は
数
十

ｍ
程
度
、
移
動
す
る

速
さ
が
毎
時
５
０
㎞
よ
り
小
さ
く
、
被
害
域
は

数
㎞
、
ト
ル
ネ
ー
ド
の
大
半
は
、
意
外
に
も
そ

れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
の
で
す
。 

世
界
で
の
最
大
級
の
ト
ル
ネ
ー
ド
は
、
１
９

７
４
年
に
ア
メ
リ
カ
中
西
部
を
襲

っ
た

「ト
ル

ネ
ー
ド
の
ス
ー
パ
ー
ア
ウ
ト
ブ
レ
ー
ク
」
と
よ

ば
れ
て
い
る
大
発
生
で
す
。
ト
ル
ネ
ー
ド
群
は
、

４
月
３
日
か
ら
４
日
に
か
け
て
の
２
４
時
間
で

１
４
８
個
が
発
生
し
、
ひ
と
つ
づ
つ
の
被
害
地

域
を
日
本
地
図
に
重
ね
る
と
本
州
の
半
分
ほ
ど

に
ひ
ろ
が
る
想
像
を
は
る
か
に
超
え
た
広
さ
と

な

っ
て
い
ま
し
た
。
被
害
域
の
長
さ
を
全
部
足

す
と
東
京
か
ら
ハ
ワ
イ
ま
で
の
距
離
４
０
０
０

ｋ

ｍ
に
も
お
よ
ん
で
い
る
す
さ
ま
じ
さ
で
し
た
。

死
者
３
３
５
名
、
負
傷
者
６
１
４
２
名
、
全
壊

家
屋
が
７
５
１
２
棟
に
の
ぼ
る
史
上
空
前
の
被

害
と
な

っ
た
の
で
す
。 

暦
史
上
で
最
も
破
壊
的
な
Ｆ
５
ク
ラ
ス
の
ト

ル
ネ
ー
ド
と
い
わ
れ
て
い
る
の
が
、
１
９
２
５

年
に
中
央
平
原
を
３
時
間
に
わ
た

っ
て
猛
威
を

振
る
っ
た
ト
ル
ネ
ー
ド
で
、
幅
１

・
６
㎞
、
死

者
６
８
９
人
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。 

こ
の
と
き
は
Ｆ
５
ク
ラ
ス(

想
像
外
の
被
害
レ
ベ

ル)

が
Ｆ
６
も
あ
り
、瞬
間
最
大
風
速
が 

１
１
７

ｍ
・
秒
を
こ
す
Ｆ
５
の
強
さ
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、
日
本
で
Ｆ
３
ク
ラ
ス
が
最
大
で
あ

り
想
像
を
絶
す
る
ト
ル
ネ
ー
ド
の
大
発
生
で
あ

る

（Ｆ
ス
ケ
ー
ル
参
照
）。 

竜
巻
の
被
害
域
の
幅
が
数
１
０
ｍ
か
ら
最
大

で
も
４
㎞
で
、
風
速
計
な
ど
で
な
か
な
か
つ
か

ま
ら
な
い
し
、
た
ま
た
ま
あ

っ
て
も
ス
ケ
ー
ル

ア
ウ
ト
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、

被
害
の
状
況
な
ど
か
ら
竜
巻
の
強
さ
を
決
め
る

こ
と
が
７
３
年
頃
、
当
時
シ
カ
ゴ
大
学
の
藤
田

哲
也
教
授
が
提
案
し
た
も
の
が

一
般
に
使
わ
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
。
彼
の
名
を
と

っ
て
エ
フ

（Ｆ
）
ス
ケ
ー
ル
と
い
う
。 

統
計
に
よ
れ
ば
、
Ｆ
０
、
Ｆ
１
の
弱
い
竜
巻
が

６
９
㌫
、
Ｆ
２
、
Ｆ
３
の
強
い
竜
巻
が
２
９
㌫
、

Ｆ
４
、
Ｆ
５
の
破
壊
的
な
竜
巻
が
２
㌫
。
し
か

し
死
者
の
７
０
㌫
は
こ
の
Ｆ
４
、
Ｆ
５
に
集
中

し
て
い
る
。 

ト
ル
ネ
ー
ド

・
竜
巻
の
強
度
、
エ
フ

（Ｆ
）
ス
ケ
ー
ル 

Ｆ
０ 

： 

風
速
１
７
～
３
２
ｍ
。
秒

（約
１
５
秒
間
平

均
風
速
）
『
弱
い
レ
ベ
ル
」
で
軽
微
な
被
害
。
小
枝
が
折

れ
、
テ
レ
ビ
の
ア
ン
テ
ナ
が
壊
れ
る
程
度
。 

Ｆ
１
：  

３
３
～
４
９
ｍ
・
秒

（約
１
０
秒
平
均
） 

 

『
中
程
度
の
被
害
』
屋
根
瓦
が
飛
び
、
ガ
ラ
ス
窓
が

割
れ
る
。 

Ｆ
２
： 

５
０
～
６
９
ｍ
・
秒

（約
７
秒
間
平
均
） 

 

『
大
被
害
』。
住
宅
の
屋
根
が
は
が
さ
れ
、
大
木
は
折
れ

る
か
根
こ
そ
ぎ
と
な
る
。
重
い
自
動
車
が
ふ
き
と
ば
さ

れ
、
列
車
が
転
覆
す
る
。 

Ｆ
３
： 

７
０
～
９
２
ｍ
・
秒

（約
５
秒
間
平
均
） 

『強
烈
な
被
害
』。
住
宅
が
倒
壊
し
、
列
車
が
転
覆
す
る
。

自
動
車
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
ミ
ス
テ
リ
ー
が
起
こ
る
。 

Ｆ
４
： 

９
３
～
１
１
６
ｍ
・
秒

（約
４
秒
間
） 

『
破
壊
的
な
被
害
』
住
宅
が
バ
ラ
バ
ラ
と
な
る
。
自
動

車
が
何
１
０
ｍ
も
空
中
飛
行
す
る
。 

Ｆ
５
： 

１
１
７
～
１
４
２
ｍ
・
秒

（約
３
秒
間
） 

『想
像
外
の
被
害
』)

住
宅
は
跡
形
も
な
く
吹
き
飛
ば
さ

れ
、
自
動
車
く
ら
い
の
大
き
さ
の
物
体
が
ミ
サ
イ
ル
の

よ
う
に
な
り
１
０
０
ｍ
も
飛
ぶ
。 



◆ 

日
本
に
お
け
る
竜
巻
の 

最
大
級
の
被
害 

 
 

 
 

 
 

 
 

新
興
住
宅
街
が
ま
る
で
爆
撃
に
あ

っ
た
よ
う

に
土
台
だ
け
残
し
て
無
残
に
破
壊
さ
れ
た
家
々

が
続
き
、
ふ
た
抱
え
も
す
る
大
木
が
根
こ
そ
ぎ

倒
さ
れ
、
自
家
用
車
が
３
０
ｍ
も
飛
ば
さ
れ
て

１
０
ト
ン
ダ
ン
プ
カ
ー
が
横
転
す
る
な
ど
、
そ

の
す
さ
ま
じ
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。
１
９

９
０
年
１
２
月
、
日
本
に
お
け
る
最
大
級
の
竜

巻
が
房
総
半
島
、
茂
原
市
を
襲

っ
た
と
き
の
有

様
で
す

（注
１
）。
こ
の
竜
巻
は
平
均
時
速
５
８

㎞
の
自
動
車
の
よ
う
な
速
さ
で
市
街
地
の
上
を

移
動
し
、
細
長
い
被
害
域
の
幅
は
５
０
０
ｍ
く

ら
い
、
長
さ
３

・
５
㎞
に
も
及
ん
だ
。
最
大
瞬

間
風
速
は
７
８
ｍ
・
秒
に
達
す
る
と
推
定
さ
れ
、

と
く
に
被
害
の
幅
１
０
０
ｍ
く
ら
い
に
集
中
し

て
お
り
Ｆ
３
ク
ラ
ス

（注
２
）
の
被
害
と
な
り

ま
し
た
。
住
宅
街
や
商
業
地
を
中
心
に
被
害
は

死
者
１
名
、
負
傷
者
７
３
名
、
家
屋
の
全
壊
半

壊
２
８
２
棟
の
、
竜
巻
被
害
で
は
最
大
と
な
り

ま
し
た
。 

被
害
の
跡
を
見
る
と
、
竜
巻
の
中
心
が
ま
る

で
生
き
も
の
の
よ
う
に
、
ま
ず
Ｊ
Ｒ
の
線
路
の

左
側
に
沿
っ
て
進
み
、
市
の
体
育
館
の
大
き
な

建
物
を
目
前
に
し
て
、
そ
れ
を
よ
け
る
よ
う
に

右
に
ず
れ
て
、
Ｊ
Ｒ
の
線
路
と
の
狭
い
隙
間
を

通

っ
て
お
り
、
被
害
域
が
飛
び
飛
び
に
な
り
、

竜
巻
特
有
の
複
雑
が
運
動
と
、
幾
つ
か
の
竜
巻

に
次
々
と
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
た
よ
う
に
も
見

え
ま
す
。
竜
巻
通
過
時
に
は
、
耳
が
痛
く
な
る

ほ
ど
の
気
圧
の
低
下
や
、
雷
、
じ
ょ
う
ご
の
形

を
し
た
竜
巻
雲
も
夜
空
に
浮
び
あ
が
っ
た
の
を

ビ
デ
オ
で
撮
影
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
竜
巻
は

日
本
で
は
初
め
て
ド
ッ
プ
ラ
ー
レ
ー
ダ
ー
や
多

く
の
観
測
網
で
と
ら
え
ら
れ
、
調
査
や
研
究
、

の
調
査
や
数
値
実
験
な
ど
が
進
み
、
最
大
級
の

竜
巻
と
し
て

『
茂
原
の
竜
巻
』
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な

っ
た
の
で
す
。 

日
本
の
陸
上
で
発
生
す
る
竜
巻
の
数
は
、
３

３
年
間
で
６
７
７
個
、
平
均
す
る
と
年
間
２

０

・
５
個
で
す
。
１
０
０
㎞
四
方
あ
た
り
０

・

５
個
は
、
全
米
平
均
の
ほ
ぼ
７
０
㌫
に
あ
た
る

ほ
ど
で
、
日
本
に
お
け
る
竜
巻
の
発
生
の
頻
度

は
、
世
界
で
も
決
し
て
少
な
く
な
い
の
で
す
。

一
年
を
通
し
て
み
る
と
７
月
か
ら
９
月
ま
で
の

期
間
は
、
積
乱
雲
が
で
き
や
す
く
圧
倒
的
に
多

い
。
と
り
わ
け
８
月
下
旬
か
ら
９
末
ま
で
が
多

く
、
平
均
６
個
と
約
３
分
の
１
が
発
生
し
て
い

ま
す
が
、
台
風
に
と
も
な
う
も
の
が
年
間
で
２

０
㌫
と
多
い
の
が
特
徴
で
す
。 

そ
の
発
生
位
置
は
７
９
年
の
台
風
１
２
号
で

は
、
九
州
か
ら
北
陸
に
進
む
間
に
１
２
個
の
竜

巻
が
発
生
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
台
風
の
中
心

か
ら
東
か
ら
北
東
に
か
け
て
距
離
に
し
て
中
心

か
ら
２
、
３
０
０
㎞
か
ら
８
０
０
㎞
く
ら
い
離

れ
た
と
こ
ろ
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
（注
３
）
台

風
の
進
行
右
側
の
と
こ
ろ
で
、
湿
っ
た
高
温
の

気
流
が
陸
地
に
向
か
っ
て
流
れ
込
む
た
め
に
大

気
の
状
態
が
不
安
定
と
な
り
、
外
側
の
ス
パ
イ

ラ
ル
バ
ン
ド
が
の
び
て
く
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。 

日
本
で
は
、
ま
だ
Ｆ
４

「破
壊
的
な
被
害
」

ク
ラ
ス
以
上
の
強
い
竜
巻
が
発
生
し
て
い
ま
せ

ん
。
竜
巻
の
起
こ
す
積
乱
雲
が
ア
メ
リ
カ
ほ
ど

の
巨
大
な
強
さ
を
も

っ
て
い
な
い
点
が
違
う
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
日
本
で
は
、
低
気

圧
の
寒
冷
前
線
の
前
面
、
い
わ
ゆ
る
暖
か
く
湿

っ
た
南
西
の
気
流
が
流
れ
込
む
暖
域
で
発
生
す

る
こ
と
も
多
く
冬
の
季
節
で
も
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
の
点
で
は
ア
メ
リ
カ
大
陸
で
は
中
西
部

で
五
月
中
心
で
圧
倒
的
多
い
と
い
う
違
い
が
あ

り
、
ト
ル
ネ
ー
ド
と
竜
巻
を
取
り
巻
く
周
辺
の

環
境
が
少
し
違
い
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。 

面
積
あ
た
り
発
生
数
の
分
布
を
比
較
し
ま
す

と
、
竜
巻
の
常
襲
地
帯
の
沖
縄
県
が
断
然
１
位

で
台
風
や
黒
潮
上
で
活
発
な
対
流
雲
が
発
生
す

る
の
で
妥
当
で
す
。
し
か
し
第
２
位
は
意
外
に

も
東
京
都
で
３
位
が
千
葉
県
で
太
平
洋
側
の
県

が
続
き
ま
す
。
南
よ
り
の
湿
っ
た
気
流
の
流
れ

込
み
と
上
空
の
寒
気
と
の
出
会
い
で
竜
巻
の
親

雲
と
な
る
積
乱
雲
の
発
生
に
結
び
つ
く
結
果
な

の
で
す
。 

 

＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋ 

（注
１
）
「茂
原
の
竜
巻
」
・
・
・
１
９
９
０
年
１
２
月

１
１
日
午
後
７
時
１
３
分
こ
ろ
を
中
心
に
茂
原
市
を
襲

っ
た
竜
巻
は
、
平
均
５
８
㎞
、
自
動
車
の
よ
う
な
速
さ

で
移
動
し
、
最
大
瞬
間
風
速
は
推
定
で 

７
８
ｍ
・
秒
の



突
風
で
、
被
害
の
幅
は
５
０
０
ｍ
か
ら
６
０
０
ｍ
、
長

さ
３
・
５
㎞
に
も
及
ん
だ
。
死
者 

１
名
、
負
傷
者
７
３

名
、
家
屋
の
全
壊
半
壊
２
８
２
棟
、

一
部
破
損
１
５
０

４
四
棟
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。 

（注
２
）
ト
ル
ネ
ー
ド
、
竜
巻
の
強
さ
の
ス
ケ
ー
ル
で

藤
田
ス
ケ
ー
ル
、
エ
フ
ス
ケ
ー
ル
と
呼
ば
れ
て
い
る
も

の
。
０
か
ら
５
ま
で
の
６
段
階
の
う
ち
Ｆ
３
は

「強
烈

な
被
害
」
ク
ラ
ス
に
あ
た
る
。
ペ
ー
ジ

ｘ
ｘ
参
照
。 

（注
３
）
９
０
年
の
台
風
１
９
号
で
は
、
西
日
本
を
通

過
中
で
進
行
右
前
方
の
お
よ
そ
８
０
０
㎞
も
離
れ
た
栃

木
県
で
Ｆ
２
ク
ラ
ス
が
５
個
も
発
生
し
、
７
９
年
の
台

風
１
２
号
の
と
き
も
、
九
州
か
ら
北
陸
に
進
む
間
、
１

２
個
の
竜
巻
が
発
生
し
、
９
９
年
の
台
風
１
８
号
の
場

合
も
、
中
国
地
方
を
通
過
中
に
愛
知
県
豊
橋
で
Ｆ
３
ク

ラ
ス
の
わ
が
国
、
最
大
規
模
の
竜
巻
が
発
生
し
て
い
ま

し
た
。 

 



 
◆
火
災
旋
風
と
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

の
山
火
事 

  

１
９
２
３
年
９
月
１
日
に
お
き
た
関
東
大
震

災
で
は
死
者
約
１
０
万
人
、
行
方
不
明
約
４
万

人
人
、
家
屋
焼
失
４
５
万
棟
に
達
し
た
。
死
者

の
３
割
に
あ
た
る
３
万
８
千
余
人
が
東
京

・
本

所
の
被
服
廠
跡

（現
在
の
両
国
国
技
館
付
近
）

１
箇
所
で
の
犠
牲
者
で
す
。 

 

隅
田
川
と
鉄
道
の
線
路
。
そ
し
て
大
き
な
道

路
と
三
方
を
囲
ま
れ
た
約
１
０
万
㎡
の
空
き
地

に
避
難
し
た
人
の
上
を
、
突
如
、
火
災
旋
風

（か

さ
い
せ
ん
ぷ
う
）
が
襲

っ
た
の
が
お
そ
っ
た
の

で
す
。
地
震
発
生
か
ら
４
時
間
後
の
午
後
四
時

ご
ろ
、
す
で
に
周
囲
に
火
災
が
迫

っ
て
き
た
矢

先
で
し
た
。
火
災
と
混
乱
を
逃
れ
て
安
全
地
帯

に
避
難
し
た
と
安
心
し
て
い
た
約
４
万
人
の
う

ち
、
９
５
㌫
の
人
が
犠
牲
と
な

っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。 

こ
の
火
災
旋
風
は
大
震
災
で
広
い
範
囲
が
火

災
と
な

っ
た
た
め
、
火
災
に
熱
せ
ら
れ
た
空
気

が
激
し
い
上
昇
気
流 

を
し
た
結
果
、
大
型
の
火
炎
つ
む
じ
風
、
火

災
竜
巻
を
発
生
さ
せ
た
結
果
で
す
。
火
炎
旋
風

と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。 

惨
劇
の
２
時
間
前
に
撮
ら
れ
、
軌
跡
的
に
残

っ

た
１
枚
の
写
真
か
ら
は
、
荷
車
に
腰
掛
け
て
の

ん
び
り
と
食
事
を
と
っ
て
い
る
人
や
将
棋
を
さ

し
て
い
る
人
な
ど
不
安
の
影
が

一
向
に
み
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
な
い
。
火
災
旋
風
が
い
か
に

予
期
せ
ぬ
突
然
の
で
き
ご
と
で
あ

っ
た
か
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
火
災
旋
風
と
気
象
と
の

関
係
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

地
震
直
後
に
各
所
で
発
生
し
た
火
災
は
、
時

間
の
経
過
と
と
も
に
東
京
の
下
町
を
中
心
に
急

速
に
拡
大
し
、
午
後
３
時
に
は
、
被
服
廠
跡
に

迫

っ
て
い
ま
し
た
。
運
命
の
午
後
４
時
、
ぱ
ら

ぱ
ら
と
降

っ
た
雨
が
や
む
と
同
時
に
南
西
の
方

角
か
ら
猛
烈
な
風
が
吹
き
荒
れ
、
１
６
時
１
０

分
、
１
７
分
の
３
度
に
わ
た
り
火
炎
竜
巻
が
広

場
を
襲

っ
た
の
で
す
。
毎
秒
７
０
ｍ
と
推
定
さ

れ
る
烈
し
い
風
と
竜
巻
に
よ
っ
て
人
や
荷
車
が

舞
い
上
げ
ら
れ
、
そ
の
後
に
続
く
火
災
が
広
場

を
焼
き
尽
く
し
た
の
で
す
。
そ
の
時
間
は
、
わ

ず
か
２
０
分
と
い
う
短
い
時
間
で
し
た
。 

こ
の
あ
り
さ
ま
は
２
０
０
３
年
に
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
で
大
規
模
な
森
林
火
災
が
起
こ
っ
た
際

に
、
飛
行
機
か
ら
山
火
事
を
撮
影
し
て
い
る
と

き
に
、
ま
さ
に
こ
の
火
災
旋
風
そ
の
も
の
が
撮

影
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
規
模
な
山
火
事
で
裏

づ
け
ら
れ
た
の
で
す
。 

 

広
島
の
原
爆
投
下
の
あ
と
の
大
火
災
で
上
昇

気
流
が
起
り
、
ま
夏
の
青
空
に
積
乱
雲
が
成
長

し
て
黒
い
雨
が
降
り
ま
し
た
。
ま
た
、
江
戸
時

代
の
明
暦
の
大
火
、
「振
袖
火
事
」
で
有
名
な
大

火
の
キ
ッ
カ
ケ
が
供
養
に
燃
や
し
た
振
袖
が
空

高
く
舞
い
上
が
り
お
寺
の
お
堂
に
つ
い
て
家
事

が
は
じ
ま
っ
た
風
の
強
い
で
し
た
。
ま
た
、
１

９
４
５
年
３
月
の
東
京
大
空
襲
の
時
に
東
京
下

町
が
２
４
万
㎡
の
広
さ
で
大
火
災
が
発
生
し
て

上
空
で
空
襲
を
し
て
い
る
航
空
機
に
も
感
じ
る

ほ
ど
の
上
昇
気
流
と
な

っ
た
こ
と
が
報
告
も
さ

れ
て
い
ま
す
。 

火
炎
旋
風
と
な
る
ま
で
に
は
も
う
ひ
と
つ
が

必
要
な
の
で
す
。
自
然
に
起
こ
る
竜
巻
は
、
大

気
の
状
態
が
不
安
定
に
な

っ
た
時
に
入
道
雲
が

発
達
し
て
、
そ
れ
が
ゆ
っ
く
り
回
転
し
だ
す
と
、

雲
の
底
に
発
生
し
ま
す
。
被
服
廠
跡
を
襲

っ
た

火
炎
竜
巻
の
発
生
も
、
大
手
町
の
気
象
台
で
も

積
乱
雲
を
観
測
し
て
お
り
、

一
部
で
降
雨
も
観

測
さ
れ
、
広
範
囲
で
積
乱
雲
が
観
測
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
大
火
災
に
よ
っ
て
で
き
た
巨
大
な
上

昇
気
流
を
と
も
な
う
雲
を
取
り
巻
く
よ
う
に
、

に
周
辺
の
風
が
、
ゆ
っ
く
り
と
時
計
と
反
対
回

り
に
回
転
さ
せ
る
風
が
吹
く
、
と
い
う
微
妙
か

つ
気
象
条
件
が
重
な
る
と
発
生
す
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
火
災
旋
風
が
起
こ
る
と
１
０

万
㎡
の
大
き
な
避
難
場
所
と
し
て
も
決
し
て
安

全
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
す
。
大
地

震
で
は
ま
ず
火
災
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
か

が
い
か
に
重
要
な
の
で
す
。 

＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋ 

注
１ 

関
東
大
震
災

・
・
・
大
正
１
２

（１
９
２
３
）

年
９
月
１
日
に
お
き
た
相
模
湾
を
震
源
と
し
た
大
地
震
。

こ
の
大
震
災
で
は
死
者
９
９
３
３
１
人
、
行
方
不
明
４

３
４
７
６
人
、
負
傷
１
０
３
、
７
３
３
人
家
屋
焼
失
４

４
万
７
、
２
８
棟
に
達
し
た
。



◆

都
市
型
豪
雨
で 首

都
水
没
の
恐
怖 

 
 

 
 

 
 

上
野
忍
ば
ず
の
池
が
あ
ふ
れ
、
都
心
で
も
皇

居
の
お
濠
堀
か
ら
逃
げ
出
し
た
魚
が
道
路
を
泳

ぎ
、
入
間
川
、
神
田
川
を
始
め
中
小
河
が
各
所

で
あ
ふ
れ
て
、
山
の
手
、
下
町
問
わ
ず
、
ガ
ケ

崩
れ
と
浸
水
に
よ
り
２
日
間
交
通
が
寸
断
さ
れ

ま
し
た
。
当
時
の
江
東
区
の
ゼ
ロ
メ
ー
ト
地
帯

で
は
水
深
３
ｍ
の
浸
水
と
な
り
、
山
の
手
で
も

あ
る
有
名
な
俳
優
が
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
で
取
り

残
さ
れ
た
人
を
救
助
し
た
と
い
う
、
東
京
都
だ

け
で
お
よ
そ
３
３
万
８
千
戸
が
床
上
浸
水
と
い

う
首
都
水
没
と
い
う
未
曾
有
の
災
害
と
な

っ
た

の
で
す
。 

時
代
を
先
取
り
す
る
よ
う
な
都
市
水
害
、
浸

水
災
害
の
到
来
を
告
げ
る
歴
史
的
な
台
風
は
、

１
９
５
８
年
の
狩
野
川
台
風
に
よ
る
も
の
で
し

た
。
こ
の
台
風
は
、
９
月
２
６
日
夜
、
伊
豆
半

島
か
ら
江
ノ
島
に
上
陸
し
て
豪
雨
を
降
ら
せ
、

都
心
の
大
手
町
で
は
１
日
の
降
雨
量
が
１
８
７

８
年
の
観
測
開
始
い
ら
い
史
上
第
１
位
の
３
９

２
㎜
を
記
録
す
る
豪
雨
と
な

っ
た
の
で
す

（注

１
）。
こ
の
記
録
は
５
０
年
年
近
く
た
っ
た
現
在

で
も
越
え
る
豪
雨
は
無
い
大
変
な
記
録
な
の
で

す
。
首
都
圏
を
襲
う
直
前
に
こ
の
台
風
は
伊
豆

半
島
に
日
雨
量
が
湯
ヶ
島
で
７
５
２
㎜
の
記
録

的
な
豪
雨
を
降
ら
せ
、
修
善
寺
町
を
中
心
に
洪

水
と
土
砂
災
害
で
１
０
０
０
人
を
超
す
犠
牲
者

が
で
ま
し
た
。
猛
烈
台
風
が
秋
雨
前
線
と

一
体

と
な
り
運
ん
で
き
た
大
量
の
雨
を

一
気
に
落
と

し
た
の
で
す

（注
２
）。 

か
り
に
現
在
、
狩
野
川
台
風
な
み
の
豪
雨
と

な

っ
た
場
合
は
ど
う
の
よ
う
な
参
事
と
な
る
の

で
し
ょ
う
か
？
当
時
に
比
べ
都
市
化
が
格
段
に

進
み
、
建
物
が
増
え
舗
装
で
覆
わ
れ
た
雨
が
し

み
こ
む
地
面
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な

っ
た
現
在
で

は
、
降

っ
た
大
雨
が
改
修
さ
れ
て
狭
く
な

っ
た

都
市
河
川
の
中
小
河
川
に
急
激
に
流
れ
込
み
溢

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
東
京
の
神
田
川
が
局
地
的

な
豪
雨
で
１
時
間
１
０
０

㎜
の
集
中
豪
雨
と
な

っ
た
と
き
で
す
ら
、
１
時
間
足
ら
ず
で
水
位
が

数

ｍ
上
が
り
、
溢
れ
て
浸
水
災
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
首
都
圏

一
極
集
中
化
が
進
ん
だ
東
京

は
、
日
雨
量
３
０
０
㎜
を
越
え
る
豪
雨
は
過
去

５
０
年
近
く
経
験
し
て
お
ら
ず
、
狩
野
川
台
風

ク
ラ
ス
の
豪
雨
が
き
た
ら
計
り
知
れ
な
い
被
害

と
な
る
で
し
ょ
う
。 

と
こ
ろ
が
恐
れ
て
い
た
こ
と
が
現
実
に
近
く

な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
東
京
で
は
な
く
名
古

屋
で
起

っ
た
の
で
す
。
２
０
０
０
年
９
月
の
名

古
屋
市
を
中
心
に
、
こ
の
狩
野
川
豪
雨
に
匹
敵

す
よ
う
な
東
海
豪
雨
が
起
こ
り
、
台
風
と
前
線

に
よ
る
豪
雨
と
な

っ
た
名
古
屋
で
は
、
気
象
台

の
観
測
で
１
日
の
雨
量
が
４
２
８
㎜
と
な
り
そ

れ
ま
で
の
２
４
０
㎜

（１
８
８
６
年
の
記
録
）

の
２
倍
近
い
記
録
的
な
豪
雨
と
な
り
、
１
時
間

雨
量
も
９
３

㎜
と
い
ず
れ
も
１
０
０
年
来
の
記

録
と
な
る
す
さ
ま
じ
さ
で
し
た
。
２
日
間
で
５

６
７
㎜
の
雨
量
は
１
年
間
の
降
る
量
の
３
分
の

１
を
超
え
、
市
内
で
広
い
範
囲
で
浸
水
が
広
が

る
と
同
時
に
、
名
古
屋
市
北
部
を
流
れ
る
主
要

河
川
の
庄
内
川
で
は
過
去
の
最
高
水
位
を
２
ｍ

も
超
え
た
９
ｍ
と
な
り
堤
防
の
一
部
で
溢
れ
始

め
ま
し
た
。
も
し
本
堤
防
が
決
壊
し
た
ら
計
り

知
れ
な
い
被
害
と
な

っ
た
で
し
ょ
う
が
、
大
氾

濫

一
歩
手
前
ま
で
迫
り
ま
し
た
が
、
直
後
、
放

水
路
に
あ
た
る
新
川
の
堤
防
が
切
れ
ま
し
た
。

隣
町
の
住
宅

・
商
業
地
な
ど
資
産
集
積
の
都
市

に
お
け
る
浸
水
被
害
が
甚
大
と
な

っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
浸
水
地
域
は
面
積
に
し
て
名
古
屋
市

の
３
分
の
１
の
広
さ
に
相
当
し
、
都
市
型
の
浸

水
の
大
き
な
被
害
を
だ
し
た
災
害
の
典
型
と
な

っ
た
の
で
す

（注
２
）。 

１
９
９
０
年
代
か
ら
地
球
の
平
均
気
の
上
昇

が
続
き
、
こ
の
た
め
最
近
で
は
気
候
変
動
の
振

れ
が
大
き
く
な

っ
た
と
言
わ
れ
、
大
雨
の
変
動

幅
が
大
き
く
な

っ
て
き
た
矢
先
で
し
た
。
狩
野

川
台
風
以
来
５
０
年
近
く
な
り
ま
す
が
、
現
在

ま
で
こ
れ
ほ
ど
の
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
首
都
全
般
に
広
が
っ
た
地
下
空
間
の
利
用
、

と
り
わ
け
地
下
街
、
地
下
鉄
の
深
い
と
こ
ろ
で

の
利
用
な
ど
、
危
険
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
東

海
豪
雨
と
い
う
記
録
的
な
豪
雨
が
そ
の
警
告
な

の
で
す
。 

＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋ 

（注
１
）
気
象
庁
、
大
手
町
の
１
８
７
８
年
の
観
測
開

始
以
来
の
１
日
の
降
雨
量
、
第
１
位
の
３
９
２

・
５
㎜

を
記
録
す
る
豪
雨
と
な

っ
た
の
で
す
。
第
２
位
の
記
録



が
、
２
７
８
㎜
と
３
０
０
㎜
を
超
す
豪
雨
す
ら

一
度
も

な
い
。 

（注
２
）
狩
野
川
台
風

・
・
・ 

１
９
５
８
年
の
台
風
２
２
号
が
９
月
２
６
日
、
伊
豆
半

島
か
ら
関
東
地
方
に
襲
来
し
て
豪
雨
と
な

っ
た
。
狩
野

川
の
大
洪
水
と
土
砂
災
害
で
、
全
国
で
死
者
行
方
不
明

１
２
６
９
人
に
浸
水
家
屋
が
５
２
万
戸
を
越
え
た
。
江

ノ
島
上
陸
の
２
日
前
に
は
中
心
気
圧
８
８
７h

P
a

の
大

型
の
猛
台
風
だ
っ
た
。 

 

（注
３
）
利
根
川
氾
濫
の
悪
夢
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ

ン
・
・
・
１
９
４
７
年
の
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
な
み
の
３
、

４
０
０
㎜
の
豪
雨
が
関
東
各
地
に
降
り
、
利
根
川
の
堤

防
が
東
北
線
と
交
わ
る
鉄
橋
付
近
で
右
岸
が
切
れ
た
と

い
う
想
定
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、、
旧
利
根
川
の

川
と
な
り
筋
を
流
れ
下
っ
て
洪
水
は
東
京
湾
に
流
れ
込

み
、
大
洪
水
で
東
京
の
地
下
鉄

・
地
下
街
は
、
３
０
分

程
度
で
水
没
し
、
途
中
の
埼
玉
県
南
部
で
は
水
深
３
ｍ
、

住
宅
の
２
階
の
す
ぐ
下
ま
で
浸
水
す
る
と
の
予
測
と
な

っ
た
。 



◆

頻
発
す
る
集
中
豪
雨
の
被
害 

 
 
 
 
 
 
 
 

「
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
」
の
諌
早
湾
の
干
拓
計
画
で
し

ば
し
ば
登
場
す
る
の
が
洪
水
対
策
で
引
合
い
に

だ
さ
れ
る
の
が
諌
早(

い
さ
は
や)

豪
雨
で
す
。
１

９
５
７
年
の
７
月
２
５
日
夕
刻
か
ら
２
６
日
明

け
方
に
か
け
て
長
崎
県
の
諌
早
地
方
か
ら
島
原

半
島
に
か
け
て
記
録
的
な
豪
雨
が
ふ
り
、
死
者

行
方
不
明
９
９
２
名
の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
と
き
の
１
日
の
雨
量
が
諫
早
の
周
辺
で

（注
１
）
１
１
０
９
㎜
の
稀
に
見
る
豪
雨
で
、

典
型
的
な
梅
雨
末
期
の
集
中
豪
雨
災
害
と
な

っ

た
の
で
す
。
こ
の
た
め
諫
早
市
内
を
流
れ
る
本

明
川
の
土
石
流
災
害
で
５
８
６
人
の
大
災
害
と

な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
死
者
２
９
９
人
を
出

し
た
長
崎
豪
雨
の
２
倍
を
超
し
た
雨
量
と
な
り
、

い
か
に
凄
ま
じ
い
豪
雨
だ

っ
た
か
わ
か
り
ま
す
。 

 

本
明
川
は
長
さ
２
２
キ
ロ
の
短
い
川
で
長

崎
県
特
有
の
勾
配
の
急
な
川
で
し
た
。
昼
こ
ろ

か
ら
午
後
８
時
頃
ま
で
に
す
で
に
３
０
０
㎜
を

越
し
た
大
雨
と
な
り
、
危
険
な
状
況
に
さ
ら
に

３
時
間
で
２
８
９
㎜

（注
２
）
の
雨
が
重
な
り

半
日
で
６
０
０
㎜
た
あ
と
に
、
さ
ら
に
午
後
９

時
か
ら
３
時
間
で
３
０
０

㎜
を
越
え
る
滝
の
よ

う
な
激
し
い
雨
が
追
い
討
ち
を
か
け
ま
し
た
。 

つ
い
に
市
内
の
諌
早
橋
付
近
で
記
録
で
は
わ

ず
か
１
０
分
間
で
水
位
が
１
ｍ
５
０
㎝
も
急
激

な
上
昇
し
、
普
段
の
水
位
か
ら
６
ｍ
も
上
昇
し
、

午
後
１
０
時
２
０
分
に
は
、
突
如
と
し
て
流
木

群
を
乗
せ
た
小
山
の
よ
う
な
濁
流
が
市
内
の
目

抜
き
通
り
に
襲
い
か
か
り
、
家
々
が
濁
流
に
飲

み
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
豪
雨
に
よ
る
ガ

ケ
崩
れ
で
せ
き
と
め
ら
れ
て
い
た
川
が
土
石
流
、

山
津
波
と
な

っ
て
短
い
時
間
で
何
波
も
流
れ
下

っ
て
き
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
土
石
流
は
時

速
数
十
㎞
と
な
り
、
逃
げ
る
間
も
な
く
巻
き
込

ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
市
内
の
諌
早
橋
の
土
石

流
被
害
と
諌
早
湾
の
潮
位
と
は
直
接
的
な
関
係

は
薄
い
の
で
す
。 

１
９
７
０
年
代
に
入
っ
て
、
４
２
年
７
月
豪

雨
の
よ
う
に
、
そ
の
年
は
柳
川
豪
雨
、
土
佐
山

田
町
の
豪
雨
で
、
え
び
の
豪
雨
、
雲
仙
豪
雨
と

な
り
、
島
根
県
の
宍
道
湖
が
溢
れ
、
九
州
北
部

の
豪
雨
と
１
１
日
間
、
連
日
、
西
日
本
で
豪
雨

が
続
き
死
者
行
方
不
明
４
１
２
名
に
の
ぼ
り
、

１
年
間
の
被
害
合
計
で
み
て
台
風
に
よ
る
死
者

数
を
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
土
石
流
災
害
に
よ
る

死
者
数
が
逆
転
し
て
し
ま
い
、
年
々
さ
ら
に
開

い
て
き
ま
し
た
。
８
２
年
７
月
２
３
日
の
長
崎

豪
雨
の
と
き
も
土
石
流
で
大
き
な
被
害
と
な

り
、
、
９
８
年
に
は
、
那
須
豪
雨
、
新
潟
豪
雨
、

高
知
豪
雨
な
ど
１
年
で
３
度
も
豪
雨
被
害
が
頻

発
し
ま
し
た
。
９
９
年
に
は
倒
壊
豪
雨
で
都
市

型
の
大
き
な
浸
水
災
害
と
な
り
、
０
４
に
は
福

井
豪
雨
や
新
潟
豪
雨
な
ど
地
方
都
市
を
流
れ
る

主
要
河
川
が
氾
濫
し
て
、
大
き
な
浸
水
被
害
額

を
だ
す
と
同
時
に
、
死
者
数
は
少
な
い
が
高
齢

者
の
犠
牲
者
が
多
い
と
い
う
高
齢
化
社
会
を
直

撃
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
最
近
で
は
、
年
の

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
に
よ
っ
て
巨
大
都
市

に
お
け
る
き
わ
め
て
局
地
的
な
豪
雨
が
頻
発
し

て
い
ま
す
。 

 

集
中 

豪
雨
と
い
う
の
は
、
気
象
の
言
葉
と

し
て
は
正
式
な
定
義
は
な
い
が
、
現
在
で
は
、

長
崎
豪
雨
の
よ
う
な
、
ク
ラ
ウ
ド
ク
ラ
ス
タ
ー

(

積
乱
雲
の
複
合
体)

や
巨
大
な
積
乱
雲
に
よ

っ

て
も
さ
さ
れ
た
数
十
㎞
か
ら
２
０
０
㎞
程
度
の

広
が
り
を
持

っ
た
豪
雨
が
局
地
的
に
降

っ
て
い

る
程
度
で
、
数
十
分
か
ら
数
時
間
程
度
の
比
較

的
短
時
間
で
集
中
的
に
降
る
大
雨
と
し
て
広
い

意
味
で
使

っ
て
お
り
、
梅
雨
前
線
帯
の
豪
雨
の

よ
う
に
水
平
ス
ケ-

ル
で 

１
０
０
㎞
を
越
え
る

も
の
や
、
平
均
１
７
㎞
で
展
開
さ
れ
て
い
る
ア

メ
ダ
ス
観
測
に
十
分
に
観
測
に
捕
ら
え
ら
れ
な

い
よ
う
な
局
地
的
な
集
中
豪
雨
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。 

  

＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋ 

（注
１
）
諫
早
の
東
２
０
㎞
、
瑞
穂
町
西
郷
の
１
日
雨

量
１
１
０
９

・
２
㎜
、
３
時
間
雨
量
が
３
７
７
㎜
。 

現
在
の
１
日
雨
量
の
最
大
は
、
台
風
と
秋
雨
前
線
で
降

っ
た
徳
島
県
の
日
早
の
１
１
１
４
㎜
。 

（注
２
）
本
名
川
の
上
流
に
近
い
、
大
村
観
測
所
、
当

時



◆

高
潮
災
害
と
広
域
大
停
電 

  
｢

不
知
火

（し
ら
ぬ
い
）
海
の
潮
の
満
ち
干
に

恵
み
を
受
け
て
き
た
が
、
そ
の
潮
が
悪
魔
に
変

わ
っ
て
し
ま
っ
た｣

。
と
土
地
の
古
老
が
語
っ
て

い
ま
し
た
。
１
９
９
９
年
、
有
明
海
を
北
上
し

て
天
草
か
ら
九
州
に
上
陸
し
た
台
風
１
８
号
の

高
潮
に
急
襲
さ
れ
た
熊
本
県
の
不
知
火
町
で
は
、

高
潮
で
１
階
部
分
が
水
没
し
て
逃
げ
遅
れ
た
高

齢
者
１
２
名
が
犠
牲
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

高
潮
と
は
、
強
い
台
風
の
通
過
で
中
心
付
近

の
低
い
気
圧
で
海
面
が
膨
れ
上
が
り
、
暴
風
で

吹
き
寄
せ
ら
れ
た
海
面
が
異
常
に
高
ま
り
、
激

し
い
波
浪
と
と
も
に
堤
防
を
越
え
て
海
水
が
急

激
に
流
れ
込
む
も
の
で
す
。
強
い
勢
力
の
台
風

が
、
有
明
海
や
伊
勢
湾
、
不
知
火
海
の
よ
う
に

湾
口
が
南
向
き
に
開
い
た
海
の
西
側
を
中
心
が

通
り
、
北-

北
東
に
進
み
南
よ
り
の
強
い
風
で
高

潮
が
引
き
起
さ
れ
た
の
で
す
。
遠
浅
の
海
に
加

え
て
、
秋
の
大
潮
で
潮
位
が
上
が
り
、
満
潮
の

時
が
重
な
る
と
最
悪
な
条
件
と
な
る
の
で
す
。 

こ
の
台
風
１
８
号
で
は(

注
１)

、
鹿
児
島
県
の

西
海
上
に
あ
る
甑

（
こ
し
き
）
島
付
近
を
通
過

し
た
と
き
、
村
役
場
の
風
速
計
で
８
３
・
９
ｍ
・

秒
を
記
録
、
天
草
の
牛
深
で
は
瞬
間
最
大
風
速

６
６

・
２
ｍ
・
秒
と
い
う
観
測
史
上
第
１
位
の

風
速
を
記
録
し
た
猛
台
風
だ

っ
た
の
で
す
。
不

知
火
湾
の
す
ぐ
西
を
猛
烈
な
台
風
が
通
り
、
中

心
気
圧
が
９
４
０h

P
a 

に
よ
る

「吸
い
上
げ
効

果
」
で
約
８
０

ｃ
ｍ
、
そ
れ
に
加
え
て
強
風
に

よ
る

「吹
き
寄
せ
効
果
」、
さ
ら
に
湾
の
幅
が
狭

く
な
り
海
面
が
急
に
上
昇
し
、
２
階
の
窓
の
高

さ
に
あ
た
る
最
大
４

・
９
ｍ
の
高
潮
が
堤
防
を

越
え
て
な
だ
れ
込
ん
だ
の
で
す(

注
２)

。
１
階
の

軒
先
を
越
え
た
海
水
が
明
け
方
の
寝
込
み
を
襲

っ
た
の
で
す
。
予
想
外
に
大
き
な
高
潮
が
早
く

来
た
こ
と
と
、
情
報
の
伝
わ
り
か
た
遅
さ
が
生

死
を
分
け
る
カ
ギ
と
な

っ
た
の
で
す
。
台
風
災

害
の
原
点
の
よ
う
な
高
潮
災
害
が
高
齢
化
社
会

を
襲

っ
た
新
し
い
災
害
と
な

っ
た
の
で
す
。 

一
方
、
０
３
年
の
台
風
１
４
号
が
宮
古
島
で

瞬
間
最
大
風
速
７
４

・
１
ｍ
・
秒
、
と
な
り
の

島
の
航
空
基
地
で
８
０
ｍ
の
風
を
記
録
し
、
台

風
銀
座
の
島
も
電
柱
が
将
棋
倒
し
と
な
り
、
過

去
の
最
大
風
速

（８
５

・
４
ｍ
）
に
堪
え
る
設

計
で
あ

っ
た
大
型
風
力
発
電
鉄
塔
も
２
基
倒
壊
、

台
風
風
に
よ
る
広
域
大
停
電

（基
幹
送
電
鉄
塔

の
倒
壊
、
０
２
年
で
は
千
葉
県
銚
子
付
近
で
平

地
で
の
２
０
万
㌔
㍗
時
の
基
幹
鉄
塔
の
倒
壊
し
、

不
知
火
湾
の
高
潮
台
風
の
１
８
号
で
は
７
０

ｍ
・
秒
前
後
の
猛
烈
な
風
で
山
越
え
の
大
き
な

送
電
鉄
塔
が
山
間
部
で
は
グ
ニ
ャ
リ
と
倒
壊
、

市
街
の
中
で
は
電
柱
の
被
害
が
大
き
く
、
九
州

電
力
管
内
だ
け
で
１
３
㌫
の
８
５
万
戸
、
９
１

年
の
１
９
号
で
は
３
６
㌫
の
２
１
０
万
戸
の
停

電
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
大
き
な
台
風

が
次
々
と
襲
来
し
て
、
基
幹
送
電
鉄
塔
や
市
街

地
で
も
強
い
風
に
よ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
電

柱
が
多
数
折
れ
て
大
停
電
と
な

っ
た
の
で
す
。

九
州
、
中
国
地
方
の
広
範
囲
に
塩
風
害
と
電
柱

の
被
害
で
の
べ
６
４
０
万
世
帯
に
達
す
る
史
上

空
前
の
大
停
電
と
な
り
ま
し
た
。
塩
風
害
は
猛

烈
な
風
で
飛
散
し
た
海
水
の
飛
沫
が
、
内
陸
深

く
ま
で
侵
入
し
て
、
電
柱
や
送
電
線
の
ガ
イ
シ

に
付
着
、
台
風
の
通
過
後
し
ば
ら
く
た

っ
て
あ

と
に
降

っ
た
弱
い
雨
で
融
け
だ
し
て
ガ
イ
シ
の

絶
縁
不
良
を
引
き
起
し
た
も
の
で
、
塩
風
害
に

よ
る
停
電
は
台
風
特
有
の
二
次
災
害
と
な
り
ま

す
。
強
い
雨
が
降
れ
ば
塩
分
が
流
さ
れ
塩
害
は

起
こ
ら
ず

「風
台
風
」
の
場
合
に
発
生
す
る
の

で
す
。 

電
気
は
安
定
に
供
給
さ
れ
る
こ
と
を
当
た
り

前
と
し
た
ハ
イ
テ
ク

・
情
報
社
会
の
な
か
で
、

血
液
と
な
る
電
気
の
供
給
が
断
た
れ
る
と
い
う

こ
と
が
い
か
に
大
変
か
と
い
う
静
か
な
る
台
風

災
害
が
よ
り
大
き
く
な

っ
て
き
て
お
り
、
高
齢

化
社
会
を
襲

っ
た
高
潮
と
と
も
に
新
し
い
災
害

の
側
面
が
見
え
て
み
ま
し
た
。 

 

（注
１
）
知
火
湾
の
高
潮
台
風 

１
９
９
９
年
台
風
１
８
号
。
過
去
１
０
０
年
で
最
大
の

犠
牲
者
を
出
し
た
伊
勢
湾
台
風

（１
９
５
９
）
ｎ
ｏ
高

潮
で
３
千
人
以
上
が
死
ん
だ
が
、
そ
の
と
き
と
同
じ
位

の
高
い
高
潮
の
記
録
と
な

っ
た
。 

（注
２
）
中
心
気
圧
が
９
４
０h

P
a 

の
場
合
周
辺
の
気

圧
と
の
差
、
１h

P
a

に
つ
き
１
㎝
上
昇
す
る
よ
る

「吸

い
上
げ
効
果
」
で
約
８
０

ｃ
ｍ
、
そ
れ
に
加
え
て
風
速

５
０
ｍ
の
強
風
に
よ
る

「吹
き
寄
せ
効
果
」
は
風
速
の

２
乗
に
比
例
し
て
た
か
く
な
る
。
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋ 



◆

大
被
害
台
風
の
襲
来 

危
険
水
域
に 

 

平
成
時
代
に
入
っ
て
か
ら
猛
台
風
の
日
本

へ

の
襲
来

・
上
陸
が
あ
い
次
い
で
い
ま
す
。
上
陸

数
も
０
４
年
に
は
１
０
個
と
平
年
の
４
倍
の
新

記
録
と
な
り
ま
し
た
。
０
３
年
９
月
、
台
風
１

４
号
が
通
過
し
た
宮
古
島
で
は
気
象
台
の
観
測

で
最
低
気
圧
が
９
１
２h

P
a 

、
最
大
瞬
間
風
速

が
７
４

・
１
ｍ
毎
秒
の
猛
烈
な
風
が
吹
き
、
９

９
年
９
月
に
は
、
不
知
火
湾
の
高
潮
被
害
を
も

た
ら
し
た
台
風
１
８
号
で
は
、
鹿
児
島
の
西
海

上
の
こ
し
き
島
の
村
役
場
で
８
３

・
９
ｍ
毎
秒

を
記
録
、
上
陸
し
た
熊
本
県
の
天
草
の
牛
深
で

は
６
６
・
２
ｍ
・
秒 

の
測
候
所
開
設
以
来
の
最

大
の
風
が
吹
き
ま
し
た
。
北
九
州
市
で
の
潮
位

計
が
ス
ケ
ー
ル
あ
う
と
し
、
山
口
宇
部
空
港
で

は
高
潮
が
堤
防
を
越
え
て
滑
走
路
が
１
ｍ
を
越

え
る
深
さ
で
水
没
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

９
０
年
の
台
風
１
３
号
は
、
６
１
年
の
史
上

最
強

・
最
大
規
模
の
台
風
だ

っ
た
第
２
室
戸
台

風
に
コ
ー
ス
規
模
と
も
極
め
て
良
く
似
た
台
風

で
し
た
。
沖
縄
付
近
で
の
最
盛
期
で
は
中
心
気

圧
が
８
９
０h

P
a

と
な
り
非
常
に
強
い
勢
力
の

ま
ま
日
本
列
島
に
接
近
、
強
い
勢
力
で
上
陸
し
、

９
０
年
の
台
風
１
９
号
、
９
１
年
の
台
風
１
９

号
が
洞
爺
丸
台
風
と
き
わ
め
て
よ
く
類
似
し
て

お
り
、
９
８
年
の
台
風
１
８
号
、
０
３
年
の
台

風
１
４
号
な
ど
、
１
９
５
０
年
代
後
半
の
洞
爺

丸
台
風
か
ら
、
狩
野
川
台
風
、
宮
古
島
台
風
、

伊
勢
湾
台
風
そ
し
て
第
二
室
戸
台
風
が
次
々
と

日
本
に
襲
来
し
た
戦
後
の
５
大
台
風
襲
来
期
と

よ
く

一
致
し
て
い
ま
し
た
。 

１
９
５
１
年
の
ル
ー
ス
台
風
が
９
３
５h

P
a

で
上
陸
、
９
４
３
人
の
死
者
か
ら
、
１
９
６
１

年
の
６
１
年
の
第
２
室
戸
台
風
が
鳥
島
の
南
海

上
で
中
心
気
圧
８
８
０h

P
a,

最
大
風
速
１
０
０

ｍ
・
秒
と
史
上
最
大
規
模
に
発
達
し
最
大
規
模

の
台
風
と
な

っ
て
、
大
阪
に
上
陸
し
、
室
戸
台

風
よ
り
低
い
最
低
気
圧
９
３
７h

P
a

を
記
録
し
、

死
者
２
０
２
人
と
大
き
な
暴
風
被
害
が
も
た
ら

さ
れ
大
規
模
な
台
風
災
害
と
な
り
ま
し
た
。
５

３
年
の
台
風
１
３
号
、
青
函
連
絡
船
洞
爺
丸
の

遭
難
し
た
５
４
年
を
皮
切
り
に
、
翌
５
５
年
に

は
屋
久
島
の
最
低
気
圧
が
瞬
間
最
大
風
速
６

３

・
０
ｍ
毎
秒
の
記
録
を
も
た
ら
し
た
猛
烈
な

台
風
が
九
州
に
上
陸
し
た
。
５
８
年
に
は
狩
野

川
台
風
が
伊
豆
半
島
、
東
京
地
方
を
直
撃
、
５

９
年
に
は
宮
古
島
台
風
が
最
低
気
圧
９
０
５

h
P
a

を
記
録
、
そ
し
て
１
０
日
後
に
は
、
伊
勢

湾
台
風
が
東
海
地
方
に
襲
来
し
、
死
者
行
方
不

明
者
が
５
０
９
８
人
に
の
ぼ

っ
た
。
洞
爺
丸
台

風
か
ら
、
伊
勢
湾
台
風
、
第
二
室
戸
台
風
に
続

く
大
き
な
被
害
台
風
の
襲
来
す
る

『
魔
の
１
１

年
間
』
で
は
年
平
均
１
０
０
０
人
を
超
す
死
者

と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
１
９
５
１
年

か
ら
６
１
年
が
、
非
常
に
強
い
勢
力
で
日
本
列

島
に
上
陸
す
る
こ
こ
と
が
相
次
ぎ

『
非
常
に
強

い
台
風
が
高
頻
度
で
来
襲
し
て
大
被
害
を
も
た

ら
し
た
期
間
』
と
な

っ
て
い
た
の
で
す
。 

遡
れ
ば
、
１
９
６
２
年
か
ら
７
８
年
に
か
け

て
か
ら
驚
く
ほ
ど
平
穏
な
１
６
年
間
の

『
平
穏

な
期
間
』
が
あ
り
、
そ
れ
に
続
く
、
日
本
近
く

に
接
近
す
る
が
上
陸
し
な
い
期
間

（１
９
７
９

⒅
８
６
年
）
と
合
わ
せ
て
、
２
４
年
間
も
大
き

な
被
害
が
無
い
か
、
平
穏
の
時
期
が
続
い
た
。

偶
然
に
も

「
日
本
経
済
の
高
度
成
長
期
か
ら
バ

ブ
ル
全
盛
期
ま
で
、
見
事
に

一
致
し
て
い
た
の

で
あ
る
。 

こ
の
平
穏
期
を
は
さ
ん
で
、
１
９
９
０
年
こ

ろ
か
ら
平
成
時
代
に
入
っ
て
非
常
に
強
い
台
風

が
日
本
列
島
に
接
近

・
上
陸
が
相
次
ぎ
、
『台
風

災
害
史
上
最
悪
の
１
１
年
間
』
と
呼
ば
れ
た
１

９
５
１
年
か
ら
６
１
年
ま
で
の
最
も
活
動
的
な

危
険
期
間
と
約
３
０
数
年
の
周
期
で
き
わ
め
て

よ
く
似
て
き
た
の
で
す
。
「平
成
時
代
に
再
び
、

大
き
な
被
害
台
風
が
高
い
頻
度
で
来
襲
す
る
と

い
う
『危
険
期
間
』
が
つ
づ
い
て
い
る
の
で
す
。

日
本
列
島
に
襲
来
す
る
頻
度
が
高
い
期
間
に
三

十
数
年
の
周
期
が
あ
り
、
ま
さ
に
現
在
は
危
険

水
域
の
最
終
段
階
に
き
て
い
る
の
で
す
。 

  +

＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋ 

（注
１
）
鹿
児
島
の
西
海
上
の
甑

（
こ
し
き
）
島
の
村

役
場
で
九
三
七h

P
a 

、
八
三

・
九
㍍

・
秒
を
記
録
、 



● 

台
風
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
、
サ
イ
ク
ロ
ン 

に
よ
る
最
大
級
の
被
害 

 
世
界
最
大
の
気
象
災
害
は
、
イ
ン
ド
の
東
の

ベ
ン
ガ
ル
湾
で
発
生
し
た
猛
烈
な
サ
イ
ク
ロ
ン

に
よ
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
高
潮
災
害
で
す
。

１
９
９
１
年
４
月
の
サ
イ
ク
ロ
ン
の
高
潮
で
は

死
者
行
方
不
明
が
約
１
４
万
人
弱
と
な
り
、
非

公
式
集
計
で
は
３
０
万
人
と
も
い
わ
れ
、
２
０

万
か
ら
４
０
万
人
の
死
者
を
だ
し
た
と
い
わ
れ

る
１
９
７
０
年
の
高
潮
被
害
に
匹
敵
し
た
世
界

最
大
級
の
高
潮
災
害
と
な
り
ま
し
た
。
統
計
が

取
れ
な
い
ほ
ど
の
被
害
な
の
で
す
。 

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ッ
シ
ュ
は
、
ベ
ン
ガ
ル
湾
の

最
奥
部
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
か
ら
の
流
れ
で
あ
る

大
河
、
ガ
ン
ジ
ス
河
の
デ
ル
タ
地
帯
の
北
海
道

の
２
倍
く
ら
い
広
さ
の
国
で
、
海
抜
９
ｍ
以
下

が
国
土
の
８
割
、
海
抜
３
ｍ
以
下
の
土
地
が
海

岸
線
か
ら
約
１
０
０
㎞
く
ら
い
ま
で
続
く
き
わ

め
て
平
坦
な
土
地
が
広
が

っ
て
お
り
、
護
岸
堤

防
は
自
然
堤
防
に
近
く
貧
弱
で
、
そ
の
な
か
に

日
本
の
人
口
同
じ
１
億
２
千
万
人
が
住
ん
で
い

ま
す(

注
１)

。
そ
の
低
地
を
ベ
ン
ガ
ル
湾
を
北
上

し
い
た
サ
イ
ク
ロ
ン
が
襲
い
ま
し
た
。
中
心
気

圧
８
９
８h

P
a

、
最
大
風
速
７
２
ｍ
・
秒
の
猛
烈

な
サ
イ
ク
ロ
ン
が
第
二
の
都
市
、
チ
ッ
タ
ゴ
ン

の
北
側
を
北
東
に
通
り
、
春
の
大
潮
と
満
潮
が

重
な
り
湾
の
奥
で
最
大
７

・
３
ｍ
の
高
潮
が
発

生
し
て
犠
牲
者
を
著
し
く
増
大
さ
せ
た
の
で
す
。 

 

一
方
、
大
西
洋

・
カ
リ
ブ
海
で
は
、
最
近
２

０
年
で
の
最
強
の
ハ
リ
ケ
ー
ン

『
ア
ン
ド
リ
ュ

ー
』
が
９
２
年
８
月
２
４
日
フ
ロ
リ
ダ
半
島
南

端
の
マ
イ
ア
ミ
を
襲

っ
た
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
警
報

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
４

「す
ぐ
逃
げ
る
」(

注
２)

が
出

さ
れ
、
警
報
が
出
さ
れ
た
地
域
で
は
、
避
難
す

車
の
列
が
延
々
と
続
き
、
フ
ロ
リ
ダ
南
部
だ
け

で
も
７
０
万
人
以
上
が
避
難
し
た
の
で
す
。 

 
 

上
陸
時
の
最
低
気
圧
は
、
９
３
２h

P
a

、
３
分

間
最
大
風
速
７
５
ｍ
・
秒

（注
３
）
猛
烈
の
風

が
吹
き
ぬ
け
、
気
象
台
の
気
象
レ
ー
ダ
ー
が
突

風
で
な
ぎ
倒
さ
れ
、
巨
大
な
ロ
ー
ラ
ー
の
怪
物

が
押
し
と
お
り
、
幅
５
０
㎞
の
瓦
礫
の
帯
が
で

き
て
た
。
家
を
失

っ
た
人
が
２
５
万
人
に
お
よ

び
、
フ
ロ
リ
ダ
の
全
半
壊
家
屋
が
１
１
万
７
千

戸
、
損
害
額
は
お
よ
そ
３
兆
円
、
最
大
停
電
件

数
は
１
７
０
万
件
、
米
国
災
害
史
上
最
悪
の
被

害
を
だ
し
た
の
で
す
。
保
険
金
支
払
い
は
フ
ロ

リ
ダ
だ
け
で
９
千
億
円
に
も
の
ぼ
り
ま
し
た
。

こ
れ
だ
け
の
災
害
で
も
カ
テ
ゴ
リ
ー
４
の
警
報

に
よ
っ
て
避
難
が
早
く
、
死
者
は
全
米
で
５
２

人
と
少
な
か
っ
た
。 

台
風
被
害
で
は
、
昭
和
の
３
大
台
風
、
戦
後

の
５
大
顕
著
台
風
、
平
成
の
５
大
台
風
が
あ
り

ま
す
が
、
ま
ず
過
去
百
年
を
通
し
て
台
風
は
被

害
は
昭
和
に
集
中
し
て
お
り
、
昭
和
の
３
大
台

風
は
、
室
戸
台
風
、
枕
崎
台
風
、
伊
勢
湾
台
風

で
す
。
①
１
９
３
４
年
の
室
戸
台
風

・
・
・
上

陸
し
た
室
戸
岬
に
お
い
て
９
１
１
・６h

P
a

と
、

現
在
に
お
い
て
も
、
島
を
の
ぞ
い
て
日
本
の
最

低
の
気
圧
の
記
録
で
、
当
時
の
世
界
記
録
で
し

た
。
暴
風
と
高
潮
で
死
者
行
方
不
明
３
０
３
６

名
の
大
き
被
害
と
な
り
、
大
阪
で
は
木
造
の
校

舎
が
倒
壊
し
て
児
童
６
７
８
名
が
死
亡
。
②
１

９
４
５
年
の
枕
崎
台
風

・
・
・ 

鹿
児
島
県
枕

崎
付
近
上
陸
、
枕
崎
測
候
所
で
９
１
６
・
６h

P
a

を
記
録
。
二
次
世
界
大
戦
の
敗
戦
直
の
国
土
が

荒
廃
し
田
中
で
広
島
を
不
意
打
ち
で
、
直
撃
。

広
島
県
を
中
心
に
土
石
流
災
害
が
発
生
、
原
爆

被
爆
者
を
収
容
し
て
い
た
療
養
所
を
土
石
流
が

直
撃
、
死
者
行
方
不
明
３
７
５
０
名
の
う
ち
、

広
島
県
の
み
２
０
１
２
名
が
広
島
の
被
害
だ

っ

た
。
（注
３
）
。
③
１
９
５
９
年
の
伊
勢
湾
台

風 

・
・
・ 

最
盛
期
に
は
日
本
の
南
海
上
で
中

心
気
圧
８
９
４h

P
a

、
最
大
風
速
７
０
ｍ
・
秒
の

猛
烈
な
台
風
に
発
達
し
北
上
、
中
心
気
圧
９
２

９h
P
a

、
最
大
風
速
５
０
ｍ
・
秒
、
２
５
ｍ
・
秒

以
上
の
暴
風
域
が
東
側
４
０
０
㎞
と
い
う
東
京

ま
で
巻
き
込
ん
だ
強
い
勢
力
で
大
型
の
ま
ま
紀

伊
半
島
の
潮
岬
付
近
に
上
陸
し
、
死
者
行
方
不

明
は
５
０
９
８
名
に
ぼ
り
過
去
１
０
０
年
で
最

大
の
被
害
。
愛
知
県
な
ど
伊
勢
湾
沿
岸
を
中
心

に
高
潮
で
３
３
５
１
名
が
。 

５
１
年
以
降
の
日
本
列
島
に
大
き
な
被
害
を

与
え
た
５
大
顕
著
台
風
を
上
げ
れ
ば
、
ル
ー
ス

台
風

（５
１
年
）、 

洞
爺
丸
台
風

（５
４
年
）、

狩
野
川
台
風

（５
８
年
）、
伊
勢
湾
台
風

（５
９

年
） 

第
二
室
戸
台
風

（６
１
年
）、
さ
ら
に
、

日
本
本
列
島
大
き
な
被
害
を
与
え
た

「平
成
の

５
大
台
風
」
は
、
９
０
年
１
９
号

（第
二
室
台



風
に
類
似
）、
９
１
年
１
９
号

（り
ん
ご
台
風
）

９
３
年
１
３
号
、
９
９
年
年
１
８
号

（不
知
火

湾
高
潮
台
風
）、
０
４
年
１
４

（宮
古
島
台
風
）

と
な
る
。 

 

＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋ 

第

ｘ
ｘ
図 

ハ
リ
ケ
ー
ン

「
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
」
の
被
害 

 

＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋ 

（注
１
）
世
界
で
記
録
さ
れ
た
最
低
気
圧
は
、

フ
ロ
リ
ダ

・
キ
ー
ウ
エ
ス
ト
で
の
８
９
５

・
３

h
P
a

、
日
本
で
は
沖
永
良
部
島
に
お
け
る
１
９
７

７
年
の
９
０
７

・
３h

P
a

で
あ
る
が
、
そ
の
記

録
の
前
日
に
、
気
象
衛
星
ひ
ま
わ
り
の
歴
史
的

な

一
枚
目
の
写
真
が
撮
ら
れ
、
そ
の
な
か
に
そ

の
台
風
の
非
常
に
発
達
し
た
雲
の
渦
が
映
し
出

さ
れ
て
お
り
、
ひ
ま
わ
り
と
の
宿
命
的
な
出
会

い
と
な
り
ま
し
た
。
。 

 

（注
２
）
ハ
リ
ケ
ー
ン
警
報
は
５
段
階
に
別
れ
、

カ
テ
ゴ
５
は
、
１
０
０
に

一
度
あ
る
か
な
い
か

の
猛
烈
な
ハ
リ
ケ
ー
ン
警
報
。 

（注
１
） 

ペ
ー
ジ

ｘ
ｘ
参
照 

枕
崎

台
風 

（注
２
） 

ペ
ー
ジ

ｘ
ｘ
参
照 

伊
勢

湾
台
風 



◆

都
市
型
豪
雨
で
首
都
水
没 の

恐
怖 

 
 

 
 

 
 

上
野
忍
ば
ず
の
池
が
あ
ふ
れ
、
都
心
で
も
皇

居
の
お
濠
堀
か
ら
逃
げ
出
し
た
魚
が
道
路
を
泳

ぎ
、
入
間
川
、
神
田
川
を
始
め
中
小
河
が
各
所

で
あ
ふ
れ
て
、
山
の
手
、
下
町
問
わ
ず
、
ガ
ケ

崩
れ
と
浸
水
に
よ
り
２
日
間
交
通
が
寸
断
さ
れ

ま
し
た
。
当
時
の
江
東
区
の
ゼ
ロ
メ
ー
ト
地
帯

で
は
水
深
３
ｍ
の
浸
水
と
な
り
、
山
の
手
で
も

あ
る
有
名
な
俳
優
が
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
で
取
り

残
さ
れ
た
人
を
救
助
し
た
と
い
う
、
東
京
都
だ

け
で
お
よ
そ
３
３
万
８
千
戸
が
床
上
浸
水
と
い

う
首
都
水
没
と
い
う
未
曾
有
の
災
害
と
な

っ
た

の
で
す
。 

時
代
を
先
取
り
す
る
よ
う
な
都
市
水
害
、
浸

水
災
害
の
到
来
を
告
げ
る
歴
史
的
な
台
風
は
、

１
９
５
８
年
の
狩
野
川
台
風
に
よ
る
も
の
で
し

た
。
こ
の
台
風
は
、
９
月
２
６
日
夜
、
伊
豆
半

島
か
ら
江
ノ
島
に
上
陸
し
て
豪
雨
を
降
ら
せ
、

都
心
の
大
手
町
で
は
１
日
の
降
雨
量
が
１
８
７

８
年
の
観
測
開
始
い
ら
い
史
上
第
１
位
の
３
９

２
㎜
を
記
録
す
る
豪
雨
と
な

っ
た
の
で
す

（注

１
）。
こ
の
記
録
は
５
０
年
年
近
く
た
っ
た
現
在

で
も
越
え
る
豪
雨
は
無
い
大
変
な
記
録
な
の
で

す
。
首
都
圏
を
襲
う
直
前
に
こ
の
台
風
は
伊
豆

半
島
に
日
雨
量
が
湯
ヶ
島
で
７
５
２
㎜
の
記
録

的
な
豪
雨
を
降
ら
せ
、
修
善
寺
町
を
中
心
に
洪

水
と
土
砂
災
害
で
１
０
０
０
人
を
超
す
犠
牲
者

が
で
ま
し
た
。
猛
烈
台
風
が
秋
雨
前
線
と

一
体

と
な
り
運
ん
で
き
た
大
量
の
雨
を

一
気
に
落
と

し
た
の
で
す

（注
２
）。 

か
り
に
現
在
、
狩
野
川
台
風
な
み
の
豪
雨
と

な

っ
た
場
合
は
ど
う
の
よ
う
な
参
事
と
な
る
の

で
し
ょ
う
か
？
当
時
に
比
べ
都
市
化
が
格
段
に

進
み
、
建
物
が
増
え
舗
装
で
覆
わ
れ
た
雨
が
し

み
こ
む
地
面
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な

っ
た
現
在
で

は
、
降

っ
た
大
雨
が
改
修
さ
れ
て
狭
く
な

っ
た

都
市
河
川
の
中
小
河
川
に
急
激
に
流
れ
込
み
溢

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
東
京
の
神
田
川
が
局
地
的

な
豪
雨
で
１
時
間
１
０
０

㎜
の
集
中
豪
雨
と
な

っ
た
と
き
で
す
ら
、
１
時
間
足
ら
ず
で
水
位
が

数

ｍ
上
が
り
、
溢
れ
て
浸
水
災
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
首
都
圏

一
極
集
中
化
が
進
ん
だ
東
京

は
、
日
雨
量
３
０
０
㎜
を
越
え
る
豪
雨
は
過
去

５
０
年
近
く
経
験
し
て
お
ら
ず
、
狩
野
川
台
風

ク
ラ
ス
の
豪
雨
が
き
た
ら
計
り
知
れ
な
い
被
害

と
な
る
で
し
ょ
う
。 

と
こ
ろ
が
恐
れ
て
い
た
こ
と
が
現
実
に
近
く

な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
東
京
で
は
な
く
名
古

屋
で
起

っ
た
の
で
す
。
２
０
０
０
年
９
月
の
名

古
屋
市
を
中
心
に
、
こ
の
狩
野
川
豪
雨
に
匹
敵

す
よ
う
な
東
海
豪
雨
が
起
こ
り
、
台
風
と
前
線

に
よ
る
豪
雨
と
な

っ
た
名
古
屋
で
は
、
気
象
台

の
観
測
で
１
日
の
雨
量
が
４
２
８
㎜
と
な
り
そ

れ
ま
で
の
２
４
０
㎜

（１
８
８
６
年
の
記
録
）

の
２
倍
近
い
記
録
的
な
豪
雨
と
な
り
、
１
時
間

雨
量
も
９
３

㎜
と
い
ず
れ
も
１
０
０
年
来
の
記

録
と
な
る
す
さ
ま
じ
さ
で
し
た
。
２
日
間
で
５

６
７
㎜
の
雨
量
は
１
年
間
の
降
る
量
の
３
分
の

１
を
超
え
、
市
内
で
広
い
範
囲
で
浸
水
が
広
が

る
と
同
時
に
、
名
古
屋
市
北
部
を
流
れ
る
主
要

河
川
の
庄
内
川
で
は
過
去
の
最
高
水
位
を
２
ｍ

も
超
え
た
９
ｍ
と
な
り
堤
防
の
一
部
で
溢
れ
始

め
ま
し
た
。
も
し
本
堤
防
が
決
壊
し
た
ら
計
り

知
れ
な
い
被
害
と
な

っ
た
で
し
ょ
う
が
、
大
氾

濫

一
歩
手
前
ま
で
迫
り
ま
し
た
が
、
直
後
、
放

水
路
に
あ
た
る
新
川
の
堤
防
が
切
れ
ま
し
た
。

隣
町
の
住
宅

・
商
業
地
な
ど
資
産
集
積
の
都
市

に
お
け
る
浸
水
被
害
が
甚
大
と
な

っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
浸
水
地
域
は
面
積
に
し
て
名
古
屋
市

の
３
分
の
１
の
広
さ
に
相
当
し
、
都
市
型
の
浸

水
の
大
き
な
被
害
を
だ
し
た
災
害
の
典
型
と
な

っ
た
の
で
す

（注
２
）。 

１
９
９
０
年
代
か
ら
地
球
の
平
均
気
の
上
昇

が
続
き
、
こ
の
た
め
最
近
で
は
気
候
変
動
の
振

れ
が
大
き
く
な

っ
た
と
言
わ
れ
、
大
雨
の
変
動

幅
が
大
き
く
な

っ
て
き
た
矢
先
で
し
た
。
狩
野

川
台
風
以
来
５
０
年
近
く
な
り
ま
す
が
、
現
在

ま
で
こ
れ
ほ
ど
の
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
首
都
全
般
に
広
が
っ
た
地
下
空
間
の
利
用
、

と
り
わ
け
地
下
街
、
地
下
鉄
の
深
い
と
こ
ろ
で

の
利
用
な
ど
、
危
険
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
東

海
豪
雨
と
い
う
記
録
的
な
豪
雨
が
そ
の
警
告
な

の
で
す
。 

  

＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋ 

（注
１
）
気
象
庁
、
大
手
町
の
１
８
７
８
年
の
観
測
開



始
以
来
の
１
日
の
降
雨
量
、
第
１
位
の
３
９
２

・
５
㎜

を
記
録
す
る
豪
雨
と
な

っ
た
の
で
す
。
第
２
位
の
記
録

が
、
２
７
８
㎜
と
３
０
０
㎜
を
超
す
豪
雨
す
ら

一
度
も

な
い
。 

（注
２
）
狩
野
川
台
風

・
・
・ 

１
９
５
８
年
の
台
風
２
２
号
が
９
月
２
６
日
、
伊
豆
半

島
か
ら
関
東
地
方
に
襲
来
し
て
豪
雨
と
な

っ
た
。
狩
野

川
の
大
洪
水
と
土
砂
災
害
で
、
全
国
で
死
者
行
方
不
明

１
２
６
９
人
に
浸
水
家
屋
が
５
２
万
戸
を
越
え
た
。
江

ノ
島
上
陸
の
２
日
前
に
は
中
心
気
圧
８
８
７h

P
a

の
大

型
の
猛
台
風
だ
っ
た
。 

 

（注
３
）
利
根
川
氾
濫
の
悪
夢
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ

ン
・
・
・
１
９
４
７
年
の
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
な
み
の
３
、

４
０
０
㎜
の
豪
雨
が
関
東
各
地
に
降
り
、
利
根
川
の
堤

防
が
東
北
線
と
交
わ
る
鉄
橋
付
近
で
右
岸
が
切
れ
た
と

い
う
想
定
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、、
旧
利
根
川
の

川
と
な
り
筋
を
流
れ
下
っ
て
洪
水
は
東
京
湾
に
流
れ
込

み
、
大
洪
水
で
東
京
の
地
下
鉄

・
地
下
街
は
、
３
０
分

程
度
で
水
没
し
、
途
中
の
埼
玉
県
南
部
で
は
水
深
３
ｍ
、

住
宅
の
２
階
の
す
ぐ
下
ま
で
浸
水
す
る
と
の
予
測
と
な

っ
た
。 



◆

頻
発
す
る
集
中
豪
雨
の
被
害 

 
 
 
 
 
 
 
 

「
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
」
の
諌
早
湾
の
干
拓
計
画
で
し

ば
し
ば
登
場
す
る
の
が
洪
水
対
策
で
引
合
い
に

だ
さ
れ
る
の
が
１
９
５
７
年
の
諌
早(

い
さ
は

や)

豪
雨
で
す
。
７
月
２
５
日
夕
刻
か
ら
２
６
日

明
け
方
に
か
け
て
長
崎
県
の
諌
早
地
方
か
ら
島

原
半
島
に
か
け
て
記
録
的
な
豪
雨
が
ふ
り
、
死

者
行
方
不
明
９
９
２
名
の
大
災
害
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
と
き
の
１
日
の
雨
量
が
諫
早
の
周
辺

で

（注
１
）
当
時
の
歴
代
第
１
位
の
１
１
０
９

㎜
の
稀
に
見
る
豪
雨
で
、
典
型
的
な
梅
雨
末
期

の
集
中
豪
雨
災
害
と
な

っ
た
の
で
す
。
こ
の
た

め
諫
早
市
内
を
流
れ
る
本
明
川
の
土
石
流
災
害

で
５
８
６
人
の
大
災
害
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
死
者
２
９
９
人
を
出
し
た
長
崎
豪
雨
の
２

倍
を
超
し
た
雨
量
と
な
り
、
い
か
に
凄
ま
じ
い

豪
雨
だ
っ
た
か
わ
か
り
ま
す
。 

 

本
明
川
は
長
さ
２
２
キ
ロ
の
短
い
川
で
長

崎
県
特
有
の
勾
配
の
急
な
川
で
し
た
。
昼
こ
ろ

午
後
８
時
頃
ま
で
に
３
０
０
㎜
を
越
し
た
大
雨

で
危
険
な
状
況
に
追
い
討
ち
加
え
て
を
か
け
て

３
時
間
で
２
８
９
㎜

（注
２
）
の
雨
が
降

っ
て

半
日
で
６
０
０
㎜
た
あ
と
に
、
さ
ら
に
午
後
９

時
か
ら
３
時
間
で
３
０
０

㎜
を
越
え
る
滝
の
よ

う
な
激
し
い
雨
が
追
い
討
ち
を
か
け
ま
し
た
。 

市
内
の
諌
早
橋
付
近
で
記
録
で
は
水
位
が
１

０
分
間
に
１
ｍ
５
０
㎝
の
急
激
な
上
昇
と
な
り
、

普
段
の
水
位
か
ら
６
ｍ
も
上
昇
し
、
つ
い
に
午

後
１
０
時
２
０
分
、
突
如
と
し
て
流
木
群
を
乗

せ
た
小
山
の
よ
う
な
濁
流
が
市
内
の
目
抜
き
通

り
に
襲
い
か
か
り
、
家
々
が
濁
流
に
飲
み
込
ま

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
豪
雨
に
よ
る
ガ
ケ
崩
れ

で
せ
き
と
め
ら
れ
て
い
た
川
が
土
石
流
、
山
津

波
と
な

っ
て
短
い
時
間
で
何
波
も
流
れ
下
っ
て

き
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
土
石
流
は
時
速
数

十
㎞
と
な
り
、
逃
げ
る
間
も
な
く
巻
き
込
ま
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
市
内
の
諌
早
橋
の
土
石
流
被

害
と
諌
早
湾
の
潮
位
と
は
直
接
的
な
関
係
は
薄

い
。 １

９
７
０
年
代
に
入
っ
て
、
４
２
年
７
月
豪

雨
の
よ
う
に
、
そ
の
年
は
柳
川
豪
雨
、
土
佐
山

田
町
の
豪
雨
で
、
え
び
の
豪
雨
、
雲
仙
豪
雨
、

島
根
県
の
宍
道
湖
が
溢
れ
、
九
州
北
部
の
豪
雨

と
１
１
日
間
、
連
日
、
西
日
本
で
豪
雨
が
続
き

死
者
行
方
不
明
４
１
２
名
に
の
ぼ
り
、
台
風
に

よ
る
死
者
数
を
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
土
石
流
災

害
に
よ
る
死
者
数
が
逆
転
し
て
年
々
さ
ら
に
開

い
て
い
き
ま
し
た
。
１
９
８
２
年
の
７
月
２
３

日
の
長
崎
豪
雨
の
と
き
も
土
石
１
９
９
８
年
に

は
、
那
須
豪
雨
、
新
潟
豪
雨
、
高
知
豪
雨
な
ど

１
年
で
３
度
も
豪
雨
と
な
つ
。 

２
０
０
４
に
は
福
井
豪
雨
や
新
潟
豪
雨
な
ど

地
方
都
市
を
流
れ
る
主
要
河
川
が
氾
濫
し
て
、

大
き
な
浸
水
被
害
額
を
だ
す
と
同
時
に
、
死
者

数
は
少
な
い
が
高
齢
者
の
犠
牲
者
が
多
い
と
い

う
高
齢
化
社
会
を
直
撃
し
て
き
た
。 

費
さ
れ
じ
ょ
う
乱
に
組
織
化
さ
れ
大
雨
と
な
る
。

こ
の
組
織
し
集
中
化(

収
束)

こ
そ
が
、
中
小
規
模

（メ
ソ
ス
ケ

－
ル
）
じ
ょ
う
乱
で
あ
り
、
結
果

が
局
地
的
な
豪
雨
、
集
中
豪
雨
と
な
る
。 

 
 

集
中 

豪
雨
と
い
う
の
は
、
気
象
の
言
葉
と
し

て
は
正
式
な
定
義
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
長

崎
豪
雨
の
よ
う
な
、
ク
ラ
ウ
ド
ク
ラ
ス
タ
ー(

積

乱
雲
の
複
合
体)

や
巨
大
な
積
乱
雲
に
よ
っ
て
も

さ
さ
れ
た
数
十
㎞
か
ら
２
０
０
㎞
程
度
の
広
が

り
を
持

っ
た
豪
雨
が
局
地
的
に
降

っ
て
い
る
程

度
で
、
数
十
分
か
ら
数
時
間
程
度
の
比
較
的
短

時
間
で
集
中
的
に
降
る
大
雨
と
す
る
こ
と
と
す

る
限
定
し
て
使
う
こ
と
に
す
る
。
こ
の
集
中
豪

雨
に
は
、
梅
雨
前
線
帯
の
豪
雨
の
よ
う
に
水
平

ス
ケ-

ル
で 

１
０
０
㎞
を
越
え
る
も
の
や
、
平

均
１
７
㎞
で
展
開
さ
れ
て
い
る
ア
メ
ダ
ス
観
測

に
十
分
に
観
測
に
捕
ら
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
局

地
的
な
集
中
豪
雨
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

  ++

＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋ 

（注
１
）
諫
早
の
東
２
０
㎞
、
瑞
穂
町
西
郷
の
１
日
雨

量
１
１
０
９

・
２
㎜
、
３
時
間
雨
量
が
３
７
７
㎜
。 

現
在
の
１
日
雨
量
の
最
大
は
、
台
風
と
秋
雨
前
線
で
降

っ
た
徳
島
県
の
日
早
の
１
１
１
４
㎜
。 

（注
２
）
本
名
川
の
上
流
に
近
い
、
大
村
観
測
所



◆

高
潮
災
害
と
広
域
大
停
電 

 

 
｢

不
知
火

（し
ら
ぬ
い
）
海
の
潮
の
満
ち
干

に
恵
み
を
受
け
て
き
た
が
、
そ
の
潮
が
悪
魔
に

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た｣

。
と
土
地
の
古
老
が
語
っ

て
い
ま
し
た
。
１
９
９
９
年
、
有
明
海
を
北
上

し
て
天
草
か
ら
九
州
に
上
陸
し
た
台
風
１
８
号

の
高
潮
に
急
襲
さ
れ
た
熊
本
県
の
不
知
火
町
で

は
、
高
潮
で
１
階
部
分
が
水
没
し
て
逃
げ
遅
れ

た
高
齢
者
１
２
名
が
犠
牲
と
な

っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。 

高
潮
と
は
、
強
い
台
風
の
通
過
で
中
心
付
近

の
低
い
気
圧
で
海
面
が
膨
れ
上
が
り
、
暴
風
で

吹
き
寄
せ
ら
れ
た
海
面
が
異
常
に
高
ま
り
、
激

し
い
波
浪
と
と
も
に
堤
防
を
越
え
て
海
水
が
急

激
に
流
れ
込
む
も
の
で
す
。
そ
の
多
く
は
強
い

勢
力
の
台
風
が
、
有
明
海
や
伊
勢
湾
、
不
知
火

海
の
よ
う
に
湾
口
が
南
向
き
に
開
い
た
海
の
西

側
を
中
心
が
通
り
、
北-

北
東
に
進
み
南
よ
り
の

強
い
風
で
高
潮
が
引
き
起
さ
れ
た
の
で
す
。
遠

浅
の
海
に
加
え
て
、
秋
の
大
潮
で
潮
位
が
上
が

り
、
満
潮
の
時
が
重
な
る
と
最
悪
な
条
件
と
な

る
の
で
す
。 

こ
の
台
風
１
８
号
で
は(

注
１)

、
鹿
児
島
県
の

西
海
上
に
あ
る
甑

（
こ
し
き
）
島
付
近
を
通
過

し
た
と
き
、
村
役
場
の
風
速
計
で
８
３
・
９
ｍ
・

秒
を
記
録
、
天
草
の
牛
深
で
は
瞬
間
最
大
風
速

６
６

・
２
ｍ
・
秒
と
い
う
観
測
史
上
第
１
位
の

風
速
を
記
録
し
た
猛
台
風
だ

っ
た
の
で
す
。
不

知
火
湾
の
す
ぐ
西
を
猛
烈
な
台
風
が
通
り
、
中

心
気
圧
が
９
４
０h

P
a 

に
よ
る

「吸
い
上
げ
効

果
」
で
約
８
０

ｃ
ｍ
、
そ
れ
に
加
え
て
強
風
に

よ
る

「吹
き
寄
せ
効
果
」、
さ
ら
に
湾
の
幅
が
狭

く
な
り
海
面
が
急
に
上
昇
し
、
２
階
の
窓
の
高

さ
に
あ
た
る
最
大
４

・
９
ｍ
の
高
潮
が
堤
防
を

越
え
て
な
だ
れ
込
ん
だ
の
で
す(

注
２)

。
１
階
の

軒
先
を
越
え
た
海
水
が
明
け
方
の
寝
込
み
を
襲

っ
た
の
で
す
。
予
想
外
に
大
き
な
高
潮
が
早
く

来
た
こ
と
と
、
情
報
の
伝
わ
り
か
た
遅
さ
が
生

死
を
分
け
る
カ
ギ
と
な

っ
た
の
で
す
。
台
風
災

害
の
原
点
の
よ
う
な
高
潮
災
害
が
高
齢
化
社
会

を
襲

っ
た
新
し
い
災
害
と
な

っ
た
の
で
す
。 

一
方
、
０
３
年
の
台
風
１
４
号
が
宮
古
島
で

瞬
間
最
大
風
速
７
４

・
１
ｍ
・
秒
、
と
な
り
の

島
の
航
空
基
地
で
８
０
ｍ
の
風
を
記
録
し
、
台

風
銀
座
の
島
も
電
柱
が
将
棋
倒
し
と
な
り
、
過

去
の
最
大
風
速

（８
５

・
４
ｍ
）
に
堪
え
る
設

計
で
あ

っ
た
大
型
風
力
発
電
鉄
塔
も
２
基
倒
壊
、

台
風
風
に
よ
る
広
域
大
停
電

（基
幹
送
電
鉄
塔

の
倒
壊
、
０
２
年
で
は
千
葉
県
銚
子
付
近
で
平

地
で
の
２
０
万
㌔
㍗
時
の
基
幹
鉄
塔
の
倒
壊
し
、

不
知
火
湾
の
高
潮
台
風
の
１
８
号
で
は
７
０

ｍ
・
秒
前
後
の
猛
烈
な
風
で
山
越
え
の
大
き
な

送
電
鉄
塔
が
山
間
部
で
は
グ
ニ
ャ
リ
と
倒
壊
、

市
街
の
中
で
は
電
柱
の
被
害
が
大
き
く
、
九
州

電
力
管
内
だ
け
で
１
３
㌫
の
８
５
万
戸
、
９
１

年
の
１
９
号
で
は
３
６
㌫
の
２
１
０
万
戸
の
停

電
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
大
き
な
台
風

が
次
々
と
襲
来
し
て
、
基
幹
送
電
鉄
塔
や
市
街

地
で
も
強
い
風
に
よ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
電

柱
が
多
数
折
れ
て
大
停
電
と
な

っ
た
の
で
す
。

九
州
、
中
国
地
方
の
広
範
囲
に
塩
風
害
と
電
柱

の
被
害
で
の
べ
６
４
０
万
世
帯
に
達
す
る
史
上

空
前
の
大
停
電
と
な
り
ま
し
た
。
塩
風
害
は
猛

烈
な
風
で
飛
散
し
た
海
水
の
飛
沫
が
内
陸
深
く

ま
で
侵
入
し
て
電
柱
や
送
電
線
の
ガ
イ
シ
に
付

着
、
台
風
の
通
過
後
し
ば
ら
く
た

っ
て
あ
と
に

降

っ
た
弱
い
雨
で
融
け
だ
し
、
ガ
イ
シ
の
絶
縁

不
良
を
引
き
起
し
た
も
の
で
塩
風
害
に
よ
る
停

電
は
台
風
特
有
の
二
次
災
害
と
な
り
ま
す
。
強

い
雨
が
降
れ
ば
塩
分
が
流
さ
れ
塩
害
は
起
こ
ら

ず

「風
台
風
」
の
場
合
に
発
生
す
る
の
で
す
。 

電
気
は
安
定
に
供
給
さ
れ
る
こ
と
を
当
た
り

前
と
し
た
ハ
イ
テ
ク

・
情
報
社
会
の
な
か
で
、

血
液
と
な
る
電
気
の
供
給
が
断
た
れ
る
と
い
う

こ
と
が
い
か
に
大
変
か
と
い
う
静
か
な
る
台
風

災
害
が
よ
り
大
き
く
な

っ
て
き
て
お
り
、
高
齢

化
社
会
を
襲

っ
た
高
潮
と
と
も
に
新
し
い
災
害

の
側
面
が
見
え
て
み
ま
し
た
。 

 

（注
１
）
不
知
火
湾
の
高
潮
台
風

・
・ 

１
９
９
９
年
台
風
１
８
号
。
過
去
１
０
０
年
で
最
大
の

犠
牲
者
は
伊
勢
湾
台
風

（高
潮
で
３
千
人
以
上
が
死
ん

だ
が
、
そ
の
と
き
と
同
じ
位
の
高
い
高
潮
の
記
録
。 

（注
２
）
中
心
気
圧
が
９
４
０h

P
a 

の
場
合
周
辺
の
気

圧
と
の
差
、
１h

P
a

に
つ
き
１
㎝
上
昇
す
る
よ
る

「吸

い
上
げ
効
果
」
で
約
８
０
ｃ
ｍ
、
そ
れ
に
加
え
て
風
速

５
０
ｍ
の
強
風
に
よ
る

「吹
き
寄
せ
効
果
」
は

風
速
の
２
乗
に
比
例
し
て
た
か
く
な
る
。



◆

大
被
害
台
風
の
襲
来 

の
危
険
水
域 

 

平
成
時
代
に
入
っ
て
か
ら
猛
台
風
の
日
本

へ

の
襲
来

・
上
陸
が
あ
い
次
い
で
い
ま
す
。
上
陸

数
も
０
４
年
に
は
１
０
個
と
平
年
の
４
倍
の
新

記
録
と
な
り
ま
し
た
。
０
３
年
９
月
、
台
風
１

４
号
が
通
過
し
た
宮
古
島
で
は
気
象
台
の
観
測

で
最
低
気
圧
が
９
１
２h

P
a 

、
最
大
瞬
間
風
速

が
７
４

・
１
ｍ
毎
秒
の
猛
烈
な
風
が
吹
き
、
９

９
年
９
月
に
は
、
不
知
火
湾
の
高
潮
被
害
を
も

た
ら
し
た
台
風
１
８
号
で
は
、
鹿
児
島
の
西
海

上
の
こ
し
き
島
の
村
役
場
で
８
３

・
９
ｍ
毎
秒

を
記
録
、
上
陸
し
た
熊
本
県
の
天
草
の
牛
深
で

は
６
６
・
２
ｍ
毎
秒 

の
測
候
所
開
設
以
来
の
最

大
の
風
が
吹
き
ま
し
た
。
北
九
州
市
で
の
潮
位

計
が
ス
ケ
ー
ル
あ
う
と
し
、
山
口
宇
部
空
港
で

は
高
潮
が
堤
防
を
越
え
て
滑
走
路
が
１
ｍ
を
越

え
る
深
さ
で
水
没
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

９
０
年
の
台
風
１
３
号
は
、
６
１
年
の
史
上

最
強

・
最
大
規
模
の
台
風
だ

っ
た
第
２
室
戸
台

風
に
コ
ー
ス
規
模
と
も
極
め
て
良
く
似
た
台
風

で
し
た
。
沖
縄
付
近
で
の
最
盛
期
で
は
中
心
気

圧
が
８
９
０h

P
a

と
な
り
非
常
に
強
い
勢
力
の

ま
ま
日
本
列
島
に
接
近
、
強
い
勢
力
で
上
陸
し
、

９
０
年
の
台
風
１
９
号
、
９
１
年
の
台
風
１
９

号
が
洞
爺
丸
台
風
と
き
わ
め
て
よ
く
類
似
し
て

お
り
、
９
８
年
の
台
風
１
８
号
、
０
３
年
の
台

風
１
４
号
な
ど
、
１
９
５
０
年
代
後
半
の
洞
爺

丸
台
風
か
ら
、
狩
野
川
台
風
、
宮
古
島
台
風
、

伊
勢
湾
台
風
そ
し
て
第
二
室
戸
台
風
が
次
々
と

日
本
に
襲
来
し
た
戦
後
の
５
大
台
風
襲
来
期
と

よ
く
類
似
し
て
い
ま
し
た
。 

１
９
５
１
年
の
ル
ー
ス
台
風
が
９
３
５h

P
a

で
上
陸
し
て
９
４
３
人
の
死
者
を
出
し
て
か
ら
、

１
９
６
１
年
の
６
１
年
の
第
２
室
戸
台
風
が
大

阪
に
上
陸
し
、
死
者
２
０
２
人
と
大
き
な
暴
風

被
害
と
な

っ
た
１
１
年
間
は
大
規
模
な
台
風
災

害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
５
３
年
の
台
風
１
３
号
、

青
函
連
絡
船
洞
爺
丸
の
遭
難
し
た
５
４
年
を
皮

切
り
に
、
翌
５
５
年
に
は
屋
久
島
の
最
低
気
圧

が
瞬
間
最
大
風
速
６
３

・
０
ｍ
毎
秒
の
記
録
を

も
た
ら
し
た
猛
烈
な
台
風
が
九
州
に
上
陸
し
た
。

５
８
年
に
は
狩
野
川
台
風
が
伊
豆
半
島
、
東
京

地
方
を
直
撃
、
５
９
年
に
は
宮
古
島
台
風
が
最

低
気
圧
９
０
５h

P
a

を
記
録
、
そ
し
て
１
０
日

後
に
は
、
伊
勢
湾
台
風
が
東
海
地
方
に
襲
来
し
、

死
者
行
方
不
明
者
が
５
０
９
８
人
に
の
ぼ

っ
た
。

第
２
室
戸
台
風
が
中
心
気
圧
８
８
０h

P
a

、
最
大

風
速
１
０
０
ｍ
・
秒
と
史
上
最
大
規
模
に
発
達

し
昭
和
の
３
大
台
風
の
ひ
と
つ
の
室
戸
台
風
よ

り
低
い
最
低
気
圧
９
３
７h

P
a

を
記
録
し
、
年

平
均
千
人
を
超
す
死
者
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。 

１
９
５
１
年
か
ら
６
１
年
の
間
、
台
風
が
非

常
に
強
い
勢
力
で
日
本
列
島
に
相
次
い
で
上
陸
、

『
非
常
に
強
い
台
風
が
高
頻
度
で
来
襲
し
て
大

被
害
を
も
た
ら
し
た
期
間
』
『
最
悪
の
１
１
年

間
』
と
な

っ
て
い
た
の
で
す
。 

遡
れ
ば
、
１
９
６
２
年
か
ら
７
８
年
に
か
け

て
か
ら
驚
く
ほ
ど
平
穏
な
１
６
年
間
の

『
平
穏

な
期
間
』
が
あ
り
、
そ
れ
に
続
く
、
日
本
近
く

に
接
近
す
る
が
上
陸
し
な
い
期
間

（１
９
７
９

⒅
８
６
年
）
と
合
わ
せ
て
、
２
４
年
間
も
大
き

な
被
害
が
無
い
か
、
平
穏
の
時
期
が
続
い
た
。

偶
然
に
も

「
日
本
経
済
の
高
度
成
長
期
か
ら
バ

ブ
ル
全
盛
期
ま
で
、
見
事
に

一
致
し
て
い
た
の

で
あ
る
。 

こ
の
平
穏
期
を
は
さ
ん
で
、
１
９
９
０
年
こ

ろ
か
ら
平
成
時
代
に
入
っ
て
非
常
に
強
い
台
風

が
日
本
列
島
に
接
近

・
上
陸
が
相
次
ぎ
、
『台
風

災
害
史
上
最
悪
の
１
１
年
間
』
と
呼
ば
れ
た
１

９
５
１
年
か
ら
６
１
年
ま
で
の
最
も
活
動
的
な

危
険
期
間
と
約
３
０
数
年
の
周
期
で
き
わ
め
て

よ
く
似
て
き
た
の
で
す
。
平
成
時
代
に
入
っ
て

再
び
、
大
き
な
被
害
台
風
が
高
い
頻
度
で
来
襲

す
る
と
い
う

『
危
険
期
間
』
が
つ
づ
い
て
い
る

の
で
す
。
日
本
列
島
に
襲
来
す
る
頻
度
が
高
い

期
間
に
三
十
数
年
の
周
期
が
あ
り
、
ま
さ
に
現

在
は
危
険
水
域
の
最
終
段
階
に
き
て
い
る
の
で

す
。 


